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この冊子は１部当たり約 27 円で作成しています（人件費など間接経費は含まれていません）。
また、企業広告による掲載料は、広報伊万里の作成費の貴重な財源となっています。

　10月19日、国見台陸上競技場で、市制
60周年記念事業『市民体育祭』がありま
した。５年ぶりの開催となったこの日、
絶好の秋晴れに恵まれ、出場者は大いに
ハッスル。百足（むかで）競走では、息の
合った歩行が続かず、つまずく場面も。会
場内は歓声と笑いに包まれました。【19
ページに関連記事を掲載しています】



：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

グラフ１　歳入の状況(一般会計)

市税
72億7,950万円
（30.3％）

市税
72億7,950万円
（30.3％）

その他
22億2,093万円
（9.3％）

その他
22億2,093万円
（9.3％）

国庫支出金
34億9,479万円
（14.6％）

国庫支出金
34億9,479万円
（14.6％）

県支出金
20億3,985万円

（8.5％）

県支出金
20億3,985万円

（8.5％）

市債
23億2,951万円
（9.7％）

市債
23億2,951万円
（9.7％）

地方交付税など
66億1,544万円
（27.6％）

地方交付税など
66億1,544万円
（27.6％）

95億43万円
         （39.6％）

自主財源：144億7,959万円
（60.4％）

依存財源：

人件費
43億6,773万円
（18.6％）

人件費
43億6,773万円
（18.6％）

消費的

普通建設事業費
22億5,667万円
（9.6％）

普通建設事業費
22億5,667万円
（9.6％）

災害復旧事業費
8,643万円
（0.4％）

維持補修費
1億1,179万円
（0.5％）

補助費など
17億3,919万円
（7.4％）

補助費など
17億3,919万円
（7.4％）

その他の経費
43億3,062万円
（18.5％）

その他の経費
43億3,062万円
（18.5％）

公債費
26億69万円
（11.1％）

公債費
26億69万円
（11.1％）

 23億4,310万円
（10.0％）

投資的経費：

 42億5,979万円
（18.2％）

消費的経費：

：125億1,134万円
　　　（53.3％）

義務的経費

扶助費
55億4,292万円
（23.6％）

扶助費
55億4,292万円
（23.6％）

物件費
24億881万円
（10.3％）

物件費
24億881万円
（10.3％）

自主財源
依存財源

義務的
経費

その他
の経費

投資的
経費
投資的
経費

消費的
経費

その他の経費：43億3,062万円
　　　（18.5％）

子育て支援 福　祉 農　業

　
平
成
25
年
度
の
市
の
決
算
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
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ら
の
税
金
な
ど
を
も
と
に
、
い
ろ
い
ろ
な
事
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を
行
う
一
般
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と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
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な
ど
を
も
と
に
特
定
の
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を
行
う
特

別
会
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、
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、
公
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と
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て
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を
行
う
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業
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計
や
市
有
財
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の
決
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概
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を
お
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ら
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０
０
２
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３
４
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４
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５
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平
成
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り
越
し
ま
し
た
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た
だ
し
、
こ
の
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は
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払
う
１
３
９
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翌
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越
し
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平
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０
２
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独
自

に
確
保
で
き
る
『
自
主
財
源
』
と
、

国
や
県
か
ら
交
付
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付
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７
㌫
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
市
税
は
、
72
億
７
９
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て
６
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５
４
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す
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歳入総額  ２３９億８，００２万円  
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特集　平成 25 年度決算報告

交
通
安
全
対
策
な
ど
に
要
す
る
経
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と
し
て
『
総
務
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約
29
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を
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出
し
ま
し
た
。

　
こ
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還
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充
て
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26
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円
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整
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に
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す

る
経
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と
し
て
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衛
生
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』
に
約

19
億
円
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育

な
ど
の
『
教
育
費
』
に
約
19
億
円
、

道
路
や
河
川
、
公
園
、
市
街
地
整

備
な
ど
の
『
土
木
費
』
に
約
16
億

円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　【
グ
ラ
フ
３
】
は
、
歳
出
を
目
的

別
に
分
類
し
た
も
の
で
す
。

　
最
も
多
く
支
出
し
た
の
は
『
民

生
費
』
の
約
86
億
円
で
、
全
体
の

36
・
６
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
社
会
福
祉
や
児
童
福
祉
、
生

活
保
護
な
ど
、
安
定
し
た
市
民
生

活
を
保
障
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

　
次
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で
、
庁
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の
維
持
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理
や

　【
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２
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を
示
し
て
い
ま
す
。
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億
４
４
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で
、
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て
５
・
８
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し
ま
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。

　
歳
出
は
、
性
質
別
に
、
人
件
費
な

ど
の
『
義
務
的
経
費
』、
普
通
建
設

事
業
な
ど
の
『
投
資
的
経
費
』、
物

件
費
な
ど
の
『
消
費
的
経
費
』、『
そ

の
他
の
経
費
』
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
義
務
的
経
費
は
、
１
２
５
億

１
１
３
４
万
円
で
、
全
体
の
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・
４

㌫
を
占
め
、
平
成
24
年
度
に
比
べ
て

０
・
３
㌫
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
人
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は
43
億
６
７
７
３
万

円
で
、
平
成
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年
度
に
比
べ
て
５
・

４
㌫
減
少
し
て
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ま
す
。

　
投
資
的
経
費
は
、
23
億
４
３
１
０

万
円
で
、
全
体
の
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・
０
㌫
を
占
め
、

平
成
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年
度
に
比
べ
て
53
・
４
㌫
増

加
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
普
通
建

設
事
業
は
22
億
５
６
６
７
万
円
で
、

二
里
小
学
校
校
舎
の
建
設
な
ど
が

含
ま
れ
、
平
成
24
年
度
に
比
べ
て

61
・
７
㌫
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
消
費
的
経
費
は
、
42
億
５
９
７
９

万
円
で
、
全
体
の
18
・
２
㌫
を
占
め
、

平
成
24
年
度
に
比
べ
て
３
・
０
㌫
増

加
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
物
件

費
は
24
億
８
８
１
万
円
で
、
平
成

24
年
度
に
比
べ
て
０
・
４
㌫
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
経
費
は
、
特
別
会
計

な
ど
へ
の
繰
出
金
な
ど
43
億

３
０
６
２
万
円
で
、
全
体
の
18
・
４

㌫
を
占
め
、
平
成
24
年
度
に
比
べ

て
７
・
７
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

市税
72億7,950万円
（30.3％）

市税
72億7,950万円
（30.3％）

その他
22億2,093万円
（9.3％）

その他
22億2,093万円
（9.3％）

国庫支出金
34億9,479万円
（14.6％）

国庫支出金
34億9,479万円
（14.6％）

県支出金
20億3,985万円

（8.5％）

県支出金
20億3,985万円

（8.5％）

市債
23億2,951万円
（9.7％）

市債
23億2,951万円
（9.7％）

地方交付税など
66億1,544万円
（27.6％）

地方交付税など
66億1,544万円
（27.6％）

95億43万円
         （39.6％）

自主財源：144億7,959万円
（60.4％）

依存財源：

人件費
43億6,773万円
（18.6％）

人件費
43億6,773万円
（18.6％）

消費的

普通建設事業費
22億5,667万円
（9.6％）

普通建設事業費
22億5,667万円
（9.6％）

災害復旧事業費
8,643万円
（0.4％）

維持補修費
1億1,179万円
（0.5％）

補助費など
17億3,919万円
（7.4％）

補助費など
17億3,919万円
（7.4％）

その他の経費
43億3,062万円
（18.5％）

その他の経費
43億3,062万円
（18.5％）

公債費
26億69万円
（11.1％）

公債費
26億69万円
（11.1％）

 23億4,310万円
（10.0％）

投資的経費：

 42億5,979万円
（18.2％）

消費的経費：

：125億1,134万円
　　　（53.3％）

義務的経費

扶助費
55億4,292万円
（23.6％）

扶助費
55億4,292万円
（23.6％）

物件費
24億881万円
（10.3％）

物件費
24億881万円
（10.3％）

自主財源
依存財源

義務的
経費

その他
の経費

投資的
経費
投資的
経費

消費的
経費

その他の経費：43億3,062万円
　　　（18.5％）

観　光 消　防 スポーツ 教　育

※（　）内の数値は対前年度比
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− 14.9％

− 3.5％
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（　　　　　 ） 

民 生 費

総 務 費

公 債 費

衛 生 費

教 育 費

土 木 費

消 防 費

農林水産業費

諸 支 出 金

商 工 費

議 会 費

労 働 費

災害復旧費

85 億 9,013 万円

29 億 1,242 万円

26 億      82 万円

18 億 9,440 万円

18 億 5,913 万円

16 億 4,630 万円

13 億 4,793 万円

9 億 2,666 万円

6 億 5,577 万円

4 億 8,844 万円

         2 億 8,162 万円

1 億 4,752 万円

9,371 万円

グラフ２　歳出の状況(一般会計)
歳出総額  ２３４億４，４８５万円
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区　　分 平成25 年度末残高
一般会計 206億8,532万円
公共下水道事業（特別会計） 127億4,620万円
農業集落排水事業（特別会計） 11億469万円
水道事業（企業会計） 46億5,384万円
工業用水道事業（企業会計） 148億875万円

合　　計 539億9,880万円 

区　　分 平成25 年度末残高

財政調整基金 8億4,395万円

減債基金 6億2,169万円

公共施設整備基金 4億5,899万円

市有林野保全基金 1,805万円

城Ⅱ灌漑揚水維持管理基金 9,243万円

国民健康保険基金 2万円

介護保険基金 6,525万円

アマチュア陶芸展振興基金 0万円

緑化推進・環境保全基金 26万円

教育振興奨励基金 5,035万円

文化振興基金 1,298万円

まちづくり基金 3億5,376万円

青少年育成基金 1,919万円

保健事業推進基金 9万円

ふるさと創生人材育成基金 9,909万円

福祉基金 4億7,150万円

国際交流基金 369万円

子育て応援基金 162万円

ふるさと応援基金 333万円

国民健康保険財政健全化基金 1億円

広域ごみ処理施設建設に係る
地域振興基金 1億7,435万円

合　　計 33億9,058万円

　市債残高全体に対する、市民１人当たりの借入金（市債）残高は 94 万 7,447 円で、市民１人当たりの預金（基金）残高は 5 万
9,490 円となっています。市債の発行は償還元金以内に抑え、新たな借金の抑制に努めながら、計画的な返済と市債残高の縮減を行い
ます。また、基金については、災害や不測の事態に備えて、計画的に積み立てます。
※伊万里市の人口　56,994 人（平成 26 年 10 月１日現在、住民基本台帳による）

会 計 区 分 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険 67億4,469万円 75億1,397万円 △7億6,928万円
介護保険 59億   406万円 57億3,892万円 1億6,514万円
立花台地開発事業 8,999万円 1,803万円 7,196万円
公共下水道事業 21億6,156万円 22億3,911万円 △7,755万円
農業集落排水事業 1億2,380万円 １億5,813万円 △3,434万円
市営駐車場 2,129万円 903万円 1,226万円
後期高齢者医療 12億9,671万円 12億9,560万円 111万円

会 計 区 分 収　　入 支　　出 差　　引

水道事業
収益的 12億1,609万円 12億1,129万円 480万円
資本的 6億6,645万円 14億1,549万円 △7億4,904万円

工業用
水道事業

収益的 5億7,738万円 10億6,329万円 △4億8,591万円
資本的 3億2,808万円 6億   479万円 △2億7,671万円

● 健全化判断比率（４種類の指標）　この指標は、値が小さいほど財政が健全であることを示します。平成
25 年度決算に基づき算定した各指標は、いずれも早期健全化の基準値を下回りました。

※『ー』は、当該比率が生じていない（黒字である）ことを表しています。
※ 早期健全化基準を上回ると、歳出削減を行うための財政健全化計画の策定が義務付けられ、財政再生基準を上回ると、財政

再生計画の策定が義務付けられ、地方債の発行が制限される場合があります。

● 資金不足比率　各公営企業における『資金不足比率』については、いずれも資金不足はありませんでした。
※ 公営企業とは、水道事業、工業用水道事業の企業会計と、立花台地開発事業、公共下水道事業、農業集落排水事業の特別会

計をいいます。

指　標　名 比　率 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規模
に対する比率 ー 12.91％ 20.00％

連結実質赤字比率 すべての会計を対象とした実質赤字（または資
金の不足額）の標準財政規模に対する比率 ー 17.91％ 30.00％

実質公債費比率 一般会計が負担する元利償還金および準元利償
還金の標準財政規模に対する比率 18.3％ 25.00％ 35.00％

将来負担比率 一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準
財政規模に対する比率 149.7％ 350.00％

平成 25 年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率について

　基金残高
　基金は、一般家庭の普通預金
に当たる財政調整基金や借金
の返済に充てる減債基金など、
21 の特定目的基金があります。

※赤色で表示した基金は、皆さんの善意を受けながら充実
に努めました。

　市債残高 各会計ごとの市債残高です。

　『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』第３条第１項および第 22 条第１項の規定により、平成 25 年度決算における
健全化判断比率および資金不足比率を、下記のとおり公表します。

　『特別会計』は、決められた特定の事業を行う場
合に、特定の収入をもってその事業に充てる会計
で、一般会計とは区別して経理しています。
　市には７つの特別会計があり、いずれの会計も私
たちの暮らしを支えるために欠かせないお金です。

特別会計の状況

　『企業会計』は、公営企業法に定められた独立
採算を基本とした会計で、市には２つの企業会
計があります。

企業会計の状況
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特集　平成 25 年度決算報告

　伊万里市の財政状況を、わが家の家計簿として考えてみま
しょう。
　平成 25 年度一般会計決算の歳入から市税 72 億 7,950 万
円と地方交付税などの 66 億 1,544 万円を合わせた、138
億 9,494 万円を給料 400 万円の家計に置き換えた『いまり
家の家計簿』を作成しました。

◆ 収入の約６割は給料

市の家計グラフ（内訳）

　平成 25 年度の『いまり家』の収入を見る
と、支出を賄う収入を確保するために、銀行
からの借り入れ（③）や預貯金の取り崩し（⑦）
を行っていることがわかります。
　今後の景気動向などにより、『いまり家』の
給料（①）や実家からの援助（②）も減少す
る可能性があります。

　生活費（⑧）や医療費（⑨）、ローンの返済
（⑪）、子どもへの仕送り（⑫）などの最低限必
要な経費が多く、自由に使えるお金は少ないこ
とから、預貯金（⑭）には全体の３㌫弱しか積
み立てられないなど、『いまり家』の家計はぜ
いたくをできる状況にないといえます。
　今後も、医療費など（⑨）の増加が見込まれ
ますので、現状を維持するためには、できる限
り支出を抑えなければなりません。また、家の
老朽化が進んでいて、増改築（⑩）や維持補修

（※）が必要な部分が多いほか、不慮の出費に
備えるためにも、借金の残高を減らしながら、
毎年の預貯金をさらに増やすよう努力してい
くことが必要です。

（※）『家の補修や増改築』とは、小中学校な
ど公共施設の維持補修や改修、ごみ処
理施設の建設などをさしています。

　収入（歳入）　　　　　　　　　　　　　　　690.3 万円

①給料（諸手当含む）　
　市税
　地方譲与税
　利子割交付金
　配当割交付金
　株式等譲渡所得割交付金
　地方消費税交付金
　自動車取得税交付金
　地方特例交付金
　地方交付税
　交通安全対策特別交付金

②実家からの援助
　国庫支出金
　県支出金

400.0 万円
209.5 万円

8.5 万円
0.3 万円
0.5 万円
0.7 万円

15.2 万円
1.7 万円
0.6 万円

162.6 万円
0.4 万円

159.3 万円
100.6 万円
58.7 万円

③銀行からの借入
　市債

④雑収入
　諸収入
　寄付金

⑤家賃収入
　分担金・負担金
　財産収入
　使用料・手数料

⑥前年の余り
　繰越金

⑦預貯金の取り崩し
　繰入金

67.1 万円
67.1 万円

22.1 万円
22.0 万円
0.1 万円

30.7 万円
19.5 万円
1.4 万円
9.8 万円

9.0 万円
9.0 万円

2.1 万円
2.1 万円

◆ 節約と貯蓄

　支出（歳出）　　　　　　　　　　　　　　　637.9 万円

202.5 万円
132.9 万円
69.6 万円

156.9 万円
156.9 万円

40.2 万円
40.2 万円

69.3 万円
69.3 万円

⑧生活費（食費、光熱水費など）
　人件費
　物件費

⑨医療費・学費など
　扶助費

⑩家の増改築費
　普通建設事業費

⑪ローンの返済
　公債費

⑫子どもへの仕送り
　繰出金
⑬税金・自治会への会費
　補助費等
⑭預貯金
　積立金
⑮その他
　維持補修費
　災害復旧費
　投資・出資・貸付金

82.8万円
82.8 万円

46.3万円
46.3 万円

17.2万円
17.2 万円

22.7万円
3.2 万円
3.8 万円

15.7 万円

　
少
子
高
齢
化
や
高
度
情
報

化
、
生
活
水
準
の
向
上
な
ど
を

背
景
に
、
行
政
に
対
す
る
住
民

の
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
、
多
様
化

す
る
中
で
、
自
治
体
に
は
、
限

ら
れ
た
行
政
資
産
を
有
効
に

活
用
し
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、『
第
３
次
財
政
基

盤
安
定
化
計
画
』
に
基
づ
き
、

歳
入
の
確
保
や
歳
出
の
抑
制
、

事
業
の
厳
選
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
平

成
25
年
度
は
歳
入
の
増
加
や

基
金
を
積
み
増
し
な
ど
、
一
定

の
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
内
の
経
済
状
況

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

いまり家の
　家計簿は？

は
、
輸
出
や
設
備
投
資
に
持
ち

直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
、
景
気

は
回
復
基
調
が
続
く
と
予
想
さ

れ
る
も
の
の
、
原
材
料
価
格
が

高
騰
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
、

市
税
を
は
じ
め
と
し
た
市
の
財

政
を
支
え
る
一
般
財
源
の
大
幅

な
増
収
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
安
定
し

た
行
財
政
運
営
を
継
続
し
、
真

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
今
後
も
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
財
政

基
盤
安
定
化
の
取
り
組
み
を
堅

持
す
る
と
と
も
に
、
弾
力
的
な

組
織
運
営
や
事
務
の
効
率
化
に

努
め
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
行
財

政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　左上の表（支出）を円グラフで表すと、こ
のようになります。

生活費（食費・
光熱水費など）
202.5 万円
（32％）

医療費・学費など
156.9 万円
（25％）

ローンの返済
69.3 万円
（11％）

子供への仕送り
82.8 万円
（18％）

家の増改築費
40.2 万円
（6％）

その他
22.7 万円
（3％）

預貯金
17.2 万円
（3％）税金・自治

会への会費
46.3 万円
（7％）
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　障害のある人を雇用するための各種助
成金や職場定着に向けた人的支援など、
さまざまな支援制度について紹介します。

● 雇用・就労支援機関
▷伊万里公共職業安定所（☎㉓２１３１)
▷障害者就業・生活支援センター R u R i

（☎㉒６６００）
▷佐賀障害者職業センター

（☎０９５２㉔８０３０)
● 障害の全般的な相談窓口
▷伊万里・有田障害者生活支援センター

　（☎㉓３５２１）
▷県伊万里保健福祉事務所

（☎㉓２１０１）
▷伊万里市福祉課（☎㉓２１５６）
● 身体障害者相談員による相談
▷市役所（１階）面接室（☎㉓２１５６)
　毎月第４木曜日　午前 10 時〜午後３時

佐
賀
県
障
害
者
月
間  

11
月
25
日
〜
12
月
24
日

『
働
き
た
い
』
に
企
業
の
支
援
を

● 

問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（ 

　
☎
㉓
２
１
５
６
）

就労移行支援・就労継続支援事業所障害者の雇用などに関する相談窓口

◆就労移行支援事業所
事業所名 所在地 電話番号

Job センターキリッと 二里町大里乙 3609 ㉑０３５８

事業所名 所在地 電話番号

わーくわーく伊万里 立花町 2394 ㉕９６９６

　
障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
自
立

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
住

ま
い
の
場
、
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
と
と
も
に
、
収
入
の
確
保
、
社

会
へ
の
参
加
の
場
づ
く
り
な
ど
が

不
可
欠
で
す
。
特
に
障
害
の
あ
る

人
の
雇
用
や
就
労
の
確
保
は
、
最

も
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
人
の
『
働
き
た
い
』

と
い
う
願
い
を
実
現
し
、
地
域
社

会
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
の
、

障
害
者
雇
用
へ
の
理
解
と
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

　『
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
』
で
は
、
企
業
に
一

定
割
合
以
上
の
障
害
の
あ
る
人
の

雇
用
を
義
務
付
け
て
い
て
、
こ
れ

が
法
定
雇
用
率
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、

法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
民
間
企
業
に
お
け
る
法
定
雇
用

率
は
１
・
８
㌫
か
ら
２
・
０
㌫
に
、

障
害
の
あ
る
人
を
雇
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
企
業
の
範
囲
は
従
業

員
56
人
以
上
か
ら
50
人
以
上
に
、

そ
れ
ぞ
れ
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
定
雇
用
率
が
設
け
ら
れ

て
い
る
の
は
、
障
害
の
あ
る
人
が

ご
く
普
通
に
地
域
で
暮
ら
し
、
地

域
の
一
員
と
し
て
共
に
生
活
で
き

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
就

労
に
よ
る
自
立
を
進
め
て
い
る
か

ら
で
す
。

　
障
害
の
あ
る
人
の
就
労
に
は
、

企
業
や
事
業
所
で
働
く
『
一
般
就

労
』
の
ほ
か
、
福
祉
作
業
所
で
働

く
『
福
祉
的
就
労
』（
就
労
移
行
支

援
や
就
労
継
続
支
援
）
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
作
業
所
で
は
、
一

般
就
労
が
困
難
な
人
が
利
用
者
と

し
て
軽
作
業
を
行
い
、『
売
り
上

げ
』
に
応
じ
た
工
賃
が
支
払
わ
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
作
業

所
の
活
動
が
活
発
に
な
れ
ば
、
多

く
の
障
害
の
あ
る
人
が
、
自
力
で

収
入
を
得
て
、
自
立
し
た
生
活
を

実
現
で
き
る
の
で
す
。
事
業
主
の

皆
さ
ん
に
は
、
仕
事
の
提
供
や
商

品
の
購
入
、
販
売
ル
ー
ト
の
紹
介

な
ど
に
つ
い
て
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

福
祉
作
業
所
へ
の
協
力
を

法
定
雇
用
率
が
上
が
り
ま
し
た

障
害
者
雇
用
に
理
解
を

◆就労継続支援事業所（Ａ型：雇用契約に基づく就労形態）

　
佐
賀
県
で
は
、
県
民
誰
も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
支
え
合
う
共
生
社
会
を
め
ざ
し
、
障
害
者
に
対
す
る
県
民

の
理
解
促
進
を
図
る
た
め
、
国
が
定
め
る
『
障
害
者
週
間
』

（
12
月
３
日
～
９
日
）
を
含
む
１
か
月
間
を
『
障
害
者
月
間
』

と
定
め
て
い
ま
す
。『
働
き
た
い
』
と
い
う
障
害
者
の
皆
さ
ん

が
必
要
な
収
入
を
得
な
が
ら
自
立
し
た
生
活
を
送
ら
れ
る
よ

う
、
就
労
へ
の
理
解
と
支
援
が
必
要
で
す
。

事業所名 所在地 電話番号

いまりの里 大坪町丙 1158-1 ㉒９０４４

国見の里 大坪町丙 1215-1 ㉒２９８５

椿作業所 黒川町小黒川 697-1 ㉗２７５０

Job センターピシャッと 二里町大里乙 3609 ㉑０３５８

小麦の家 東山代町里 359-4 ㉘２３８６

にこにこいまり 東山代町里 359-4 ㉘１３５３

◆就労継続支援事業所（Ｂ型：雇用契約に基づかない就労形態）
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◆入園申し込みには、『保育の必要性の認定申請』を行い、２号または３号に認定される必要があります

▷２号・３号認定者は、さらに、保育を必要とする時間に応じ、『標準時間』または『短時間』に区分されます

◆ 新たに『小規模保育事業所』が開設されます　平成 27 年４月から開設予定の託児所（名称は 11 月１日現在）

　平成 27 年度の入園申し込みを受け付けます。必要な関係書類は各園と福祉課にありますので、勤務証明書などの

必要書類をそろえ、入園を希望する園・事業所に直接申し込んでください。
● 入園申し込みの流れ

● 申込書配布開始　11 月 10 日（月）
● 受付申込期間　12 月１日（月）～ 12 日（金）（土・日曜日は除く）（提出先は、第１希望の園・事業所）

※期間内に提出できなかった場合は、随時、福祉課で受け付けます（期間内に提出した人を先行して調整します）。

※都合により市外の保育園への入園を希望する人は、福祉課子育て支援室に申し込んでください。
● 対象者　保護者が仕事や病気などのために、保育が必要とされる乳幼児

※家事都合や下の子の育児、小学校入学準備、集団生活への適応のためという理由は対象となりません（この場合は、

一時預かりなどを利用してください）。

申し込み受け付けます！

● 問合先　福祉課子育て支援室 (　 ☎㉓２１７４)

※上記の利用時間を超えて保育が必要なときは、延長保育を利用することになります。

保育園・小規模保育事業所

平成 27 年度入園児

⇒

保育園・小規模保育事業所・市立幼稚園

市立幼稚園

認定区分 対　象 利用対象施設
１号認定 満３歳以上で保育を必要としない子ども 認定こども園
２号認定 満３歳以上で保育が必要な子ども 保育園、認定こども園

３号認定 満３歳未満で保育が必要な子ども 保育園、認定こども園、小規模保育事業所

事業所名 所在地 電話番号
託児所こどもの森 Pooh 脇田町 ㉕９２１３

ベビーシッターエンジェル保育所 大坪町 ㉓５０１０

小林保育所 大川内町 ㉓０８６８

ベビーランドおりこうさん 二里町 ㉓０７７７

認定区分 保護者の就労時間の目安 保育園の利用時間
標準時間 フルタイム就労など（月平均 120 時間超勤務） 11 時間／日
短時間 パート就労など（月 60 時間以上 120 時間未満勤務） ８時間／日

申請者は
①『保育の必要性の認定申請』（新）
②『利用希望の申し込み』
を希望する園に提出

市は
①申請者に関する認定
②申請者の希望や園などの状

況で利用者を調整

入園決定⇒

子ども・子育て支援新制度が始まります

　平成 27 年度の入園申し込みを受け付けます。申込書および関係書類は各幼稚園にありますので、入園を希望する
幼稚園に直接申し込んでください。
● 受付申込期間　11 月４日（火）～ 12 月 19 日（金）（土・日曜日、祝日は除く）
※保育料：月額 8,000 円、預かり保育料：日額 400 円（春・夏・冬休み期間中は日額 500 円）
※給食あり（春・夏・冬休みの長期休業中を除く）。
● 対象者　平成 21 年４月２日〜平成 24 年４月１日生まれの幼児
※黒川・波多津町以外からの入園や、年度途中で満３歳になる幼児の入園も可能です。
● 申込・問合先　　黒川幼稚園（☎㉗０６０９）、波多津東幼稚園（☎㉕０７６９)
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市民センターカルチャー講座

受講者を募集します

● 申込・問合先　市民センター（ 　 ☎㉒３９１１、　　㉒４９１１）
※メールアドレス　shimin-senta@city.imari.lg.jp

　はじめてでもできる HIPHOP ★子どもから大人まで

ダンスに年齢は関係ありません。音楽に合わせて体を動

かしましょう。基礎から簡単な応用までやってみます。
● 日　程　１月 17 日（土）、24 日（土）、31 日（土）、

　　　　　２月７日（土）（全４回）
● 時　間　午前 10 時 30 分〜 11 時 30 分
● 場　所　市民センター トレーニングルーム
● 講　師　村岡ミナ（Merry 所属）
● 定　員　20 人 ( ４歳以上が対象です )
● 受講料　2,000 円
● 申込期限　12 月 19 日（金）

子どもも大人もやってみらんね

はじめよう HIPHOP ★ダンス★

　ワイヤーで、花びらや葉の形を作り、ディップ液で

色付けして、乾いたらまとめます。造花として飾った

り、アクセサリーに加工したりできます。
● 日　程　１月 20 日（火）、27 日（火）、２月３日

　　　　　（火）、10 日（火）（全４回）
● 時　間　午前 10 時

　　　　　　　　　〜正午
● 場　所　市民センター

　　　　　　　クラフト室
● 講　師　前川朱美
● 定　員　10 人程度
● 受講料　2,000 円

※別途、材料費（2,000 〜

　3,000 円）が必要です。
● 申込期限
　　　　12 月 19 日（金）

あなたの好きな花を作ってみませんか

アメリカンフラワー教室

　筋トレやウォーキング、ストレッチなどの正しいや

り方を分かりやすく説明し、実践します。運動で体脂

肪を燃やすコツも教えます。
● 日　程　１月９日（金）、16 日（金）、23 日（金）、

　　　　　30 日（金）（全４回）
● 時　間　午後１時 30 分〜３時
● 場　所　市民センター トレーニングルーム
● 講　師　吉武　亮（加圧トレーニング＆フィットネ

　　　　　スネスはな所属）
● 定　員　15 人
● 受講料　2,000 円
● 申込期限
　　 12 月 19 日（金）

「運動しましょう」と言われていませんか

体脂肪を燃やすための効果的な運動

　絵手紙は、うまく書く必要はありませんが、思いを

込めて書くと、気持ちが伝わります。相手を大切にし、

元気を贈ってあげられるのが絵手紙です。
● 日　程　12 月５日（金）、19 日（金）、１月９日

　　　　　（金）、23 日（金）（全４回）
● 時　間　午後１時 30 分〜３時 30 分
● 場　所　市民センター クラフト室
● 講　師　久富マリ子（日本絵手紙教会公認講師）
● 定　員　20 人程度
● 受講料　2,000 円

※別途、材料費（画仙紙

代 220 円程度）が必

要です。
● 申込期限
　11 月 24 日（月・休）

下手でいい、下手がいい 手紙で心を届けてね

初心者絵手紙教室

〜 新しい自分を発見しませんか　やりたいことが見つかるかも 〜

FAX
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伊万里市立花町１３５５番地１

総務部　情報広報課　広報係　行

伊万里市役所

〒８４８- ８５０１

あなたの年齢、性別、お
住まいを教えてください。

■年齢

（　　　）歳

■性別

　男　・　女

■お住まいの地区

　伊万里・牧島・大坪・
　立花・大川内・黒川・
　波多津・南波多・大川・
　松浦・二里・東山代・
　山代・市外

↓切り取り線

郵送する場

合は、52 円

切手を貼っ

てください

　広報伊万里では、市
民の皆さんの意見をで
きるだけ紙面に生かし
ていきたいと考えてい
ます。『広報紙について
のアンケート』に、ぜひ、
ご協力をお願いします

【裏面ハガキ 10 ページ
にもご記入ください】。

● 募集期間　11 月４日（火）〜 28 日（金）
※郵送の場合、　回答期限はありません。
● 提出方法　下記のアンケート用紙の表面・裏面の両方に

記入後、はさみなどで切り取り 52 円切手を貼
は

って郵送
するか、市役所や公民館に設置している『広報紙へのご
意見回収袋』に入れてください。

● 広報紙へのご意見回収袋設置場所
　市役所総合案内、市民図書館、各町公民館
※回収袋に入れる場合、切手は不要です。

　市民と行政との間を身近な情報でつなぐまちの広報紙
は、よく『住民と行政をつなぐパイプ役』に例えられます。
広報紙を通じて、まちとそこに住む人が共通の意識を持ち、
お互いの信頼関係を築いていくためには、読者である皆さ
んの声が欠かせません。
　広報伊万里は、これまでもこれからも伊万里のまちの姿
を綴

つづ

っていきます。まちのみんなで作る広報紙に、たくさ
んのご意見、ご感想をお待ちしています。

市民に愛される『広報伊万里』をめざします

広報紙について『あなたの声』を聞かせてください

　
市
内
20
の
飲
食
店
で
、『
２
０
１
４
秋
「
食
の
極
み
！
伊
万
里
牛
フ
ェ

ア
」』
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
（
12
月
14
日
（
日
）
ま
で
）。

期
間
中
、
お

得
ク
ー
ポ
ン
券
付
き
チ
ラ
シ
を
持
参
し
て
伊
万
里
牛
の

ス
テ
ー
キ
や
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の
対
象
メ
ニ
ュ
ー
を
注

文
す
る
と
、う
れ
し
い
特
典
が
つ
い
て
き
ま
す
。
ま
た
、

抽
選
で
伊
万
里
焼
フ
リ
ー
カ
ッ
プ
が
当
た
る
『
わ
く

わ
く
♪
抽
選
会
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
』
も
実
施
中
で
す
。

こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

▽
お
得
ク
ー
ポ
ン
券
付
き
チ
ラ
シ
設
置
場
所

　
市
観
光
協
会
、
市
内
ホ
テ
ル
、
大
川
内
山
の
窯
元
な
ど

『
食
の
極
み
！
伊
万
里
牛
フ
ェ
ア
』
開
催
中

● 

問
合
先
　
観
光
課
伊
万
里
ブ
ラ
ン
ド
係
（ 

　
☎
㉓
２
１
１
０
）

●

日
　
時

　
11
月
８
日
（
土
）、
９
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●

場
　
所

　
伊
萬
里
ま
ち
な
か
一
番
館

●

内
　
容

　
Ｍ
Ｒ
鉄
道
写
真
展
、
蒸
気
機
関
車

動
画
上
映
会
、
鉄
道
模
型
展
示
、

立
川
真
司
シ
ョ
ー
、
鉄
道
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

●

入
場
料
　
無
　
料
（
全
て
）

●

問
合
先

　
伊
萬
里
ま
ち
な
か
一
番
館

（
☎
㉕
９
８
０
２
）

『
伊
萬
里
ま
ち
な
か
一
番
館
』
開
館
３
周
年
記
念

　
伊
萬
里
ま
ち
な
か
一
番
館
開
館
３
周

年
を
記
念
し
て
、
伊
万
里
市
で
初
め
て

と
な
る
鉄
道
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
伊
万

里
ま
ち
な
か
鉄
道
展
』
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 鉄道ものまねの元祖

 立川真司ショー

▷11月９日（日）
　　午後０時 30 分開場
　　午後１時 30 分開演

入場無料

伊万里鉄道展 検索
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↓切り取り線

Ｑ .『広報伊万里』（毎月１日発行）、『市役所だより』（毎月 15 日発行）を読んでいますか？

　　□に✓をつけてください。

　　□毎回読んでいる　□時々読んでいる　□ほとんど読んでいない

Ｑ . よく読むコーナーはどれですか？　□に✓をつけてください（複数回答可）。

【広報伊万里】　□すべて

　　　　　　　□表紙　□特集　□インフォメーション・伊万里　□市長雑感

　　　　　　　□教育と文化　□スポーツ　□みんなの広場　□ほがらかページ

　　　　　　　□伊万里のレシピ　□わが家のアルバム　□ほほえ美さん

　　　　　　　□くらしのチャンネル　□裏表紙　□編集室から

【市役所だより】□すべて

　　　　　　　□お知らせ、ぼしゅう、しけん　□こんにちは図書館です

　　　　　　　□ご寄付　□保健コーナー

Ｑ . もっと取り上げてほしいことや広報紙についてのご意見など、自由に記入してください。

　表面・裏面の両方に記

入し、52 円切手を貼っ

て郵送するか、市役所や

市民図書館、公民館に設

置している『広報紙への

ご意見回収袋』へ入れて

ください。

※回収袋に入れる場合、

切手は不要です。

※郵送の場合、回答期限

はありません。

【 回収袋設置場所 】
市役所総合案内、市民図
書館、各町公民館（伊万
里・牧島・大坪・立花・
大川内・黒川・波多津・
南波多・大川・松浦・二
里・東山代・山代）

青年等就農計画制度が始まりました

▷対象者
新たに農業経営を営もうとする青年などで、次のい

ずれかに該当する人

①青年（原則 18 歳以上 45 歳未満）

②特定の知識・技能を有する中高年齢者（65 歳未満）

③上記①・②の人が役員の過半数を占める法人

※農業経営を開始して５年を経過しない人を含む

※認定農業者は対象外

▷主な認定基準
次のすべてに該当する人

①計画における農業経営開始５年後の所得目標など

が、市の基本構想（※）に照らして適切であること

　（農業所得目標額：250 万円程度）

②計画が達成される見込みが確実であること

③年間労働時間 2,000 時間程度を確保すること

▷計画の作成と認定の流れ
①新規就農者が農業経営の将来像をイメージして

　計画を作成し、市に提出

②市が同計画を審査・認定

③市は計画を認定後、当該計画申請者に通知

▷認定新規就農者であることを要件とする主な
　施策

①青年等就農資金（無利子融資）

②青年就農給付金（経営開始型）

③経営所得安定対策

※平成 27 年産から

④認定新規就農者への農地集積の促進

（※）基本構想とは、『農業経営基盤の強化の促進に関

　　 する基本的な構想』

　　　　　　　　　　　　　● 問合先　農業振興課農政企画係（ 　 ☎㉓２５５７）

  制度の概要

  青年等就農計画制度とは

　青年等就農計画制度は、新たに農業を始める人などが作成する『青年等就農計画』を市が認定し、重点的に支援

を行おうとする制度です。この計画の認定を受けた人を『認定新規就農者』といい、認定新規就農者となることで、

さまざまな支援を受けることができます。

※これまでは、『青年等の就農促進のための資金の貸付け等に関する特別措置法』に基づき県が認定する制度でした

が、平成 26 年度から、『農業経営基盤強化促進法』に基づく新制度になりました。
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昭
和
47
年
、
田
中
角
栄
の
著

書
『
日
本
列
島
改
造
論
』
を
む

さ
ぼ
る
よ
う
に
読
ん
だ
記
憶
が

あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
、
寒
村
だ
っ
た
滋
賀

県
栗
東
町
が
、
名
神
高
速
道
路

の
建
設
後
２
０
０
以
上
の
工
場

の
進
出
に
よ
り
新
興
工
業
地
区

へ
一
変
し
た
こ
と
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
具
体
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、

高
速
道
路
や
新
幹
線
な
ど
の
高

速
交
通
網
の
整
備
、
工
業
の
地

方
へ
の
再
配
置
の
必
要
性
を
説

く
内
容
で
し
た
。
当
時
、
高
速

道
路
の
延
長
は
１
９
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
ず
、
欧
米
並

み
の
生
活
水
準
を
め
ざ
す
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
建
設
を
急
が

ね
ば
な
ら
な
い
、
こ
の
『
日
本

列
島
改
造
論
』
は
、
ま
さ
に
道

路
行
政
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
も
あ

り
、
昭
和
40
年
代
後
半
は
、
日

本
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
工
事

の
槌つ
ち
お
と音
が
絶
え
ず
響
い
て
い
ま

し
た
。

　

中
学
時
代
、
先
生
が
「
砂
漠

を
緑
地
化
し
た
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
も
ら
え
る
ぞ
」
と
話
さ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
私
は
、

土
木
系
の
学
校
に
進
学
し
ま
し

た
。
世
界
を
駆
け
る
土
木
技
術

者
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
た

こ
ろ
で
、
こ
の
本
の
出
会
い
と

時
期
が
重
な
り
ま
す
。
当
時
、

企
業
が
人
材
確
保
の
た
め
に
、

卒
業
予
定
者
を
早
め
に
内
定
す

る『
青
田
買
い
』が
あ
っ
て
お
り
、

私
も
、
大
学
４
年
の
５
月
に
は
、

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
に
就
職
が
内
定

し
ま
し
た
。
土
木
建
築
工
事
に

携
わ
る
こ
と
に
男
の
夢
と
ロ
マ

ン
を
感
じ
る
青
年
時
代
で
し
た
。

　

し
か
し
、
あ
れ
か
ら
40
年
。

社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
と
り
巻

く
状
況
が
急
変
し
た
こ
と
か
ら
、

土
木
建
築
を
志
す
若
者
が
急
減

し
、
往
時
の
就
職
率
の
高
さ
は
、

う
そ
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

成
果
が
形
と
し
て
残
る
土
木

建
築
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
は
、

技
術
者
の
幸
せ
で
あ
り
、
そ
れ

な
り
の
誇
り
と
自
負
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
一
方
で
、『
き
つ
い
、

汚
い
、
危
険
』
の
『
３
Ｋ
』
が

邪
魔
を
し
て
い
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

今
年
は
景
気
の
上
向
き
で
、

久
し
ぶ
り
に
就
職
戦
線
が
活
況

を
み
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。
震

災
か
ら
の
復
興
や
、
老
朽
化
す

る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備
も

始
ま
り
、
さ
ら
に
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
て
、
一
人

で
も
多
く
の
若
者
が
、
土
木
建

築
の
道
に
挑
戦
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

 

土
木
建
築
技
術
者

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

● 

長
浜
老
人
ク
ラ
ブ
（
東
山
代
町
）

● 

山
代
の
川
を
き
れ
い
に
す
る
会

（
山
代
町
）

　
９
月
23
日
、
市
役
所
で
開
催
さ

れ
た
『
第
19
回
伊
万
里
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア
』
に
お
い
て
、
環
境
美

化
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
個
人
２
人

と
４
団
体
を
表
彰
し
、
塚
部
市
長

が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

【
個
人
表
彰
】

● 

山
口
フ
ヂ
子
さ
ん(

南
波
多
町
）

● 

前
田
フ
ミ
エ
さ
ん(

二
里
町
）

【
団
体
表
彰
】

● 

あ
さ
ひ
が
丘
お
や
じ
会

（
大
坪
地
区
）

● 

井
野
尾
区
老
人
ク
ラ
ブ

（
波
多
津
町
）

環
境
美
化
功
労
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

第
19
回
伊
万
里
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
で
表
彰
式

↑長年、地域の環境美化に貢献している受
賞者の皆さん

浦川内区に放送設備を整備
● 問合先　生涯学習課（ 　☎㉓３１８６）

↑東山代町浦川内公民館
に整備された放送設備

　東山代町浦川内区が宝くじ助成金を

活用して整備を進めていた放送設備

が、９月末に完成しました。これによ

り、災害発生時や緊急時における的確

な情報伝達が可能となり、地域住民の安全確保やコミュ

ニティ活動の活性化が期待されます。

　一般財団法人自治総合セ

ンターでは、地域で行う事

業や活動に必要な設備の整

備のために補助金を交付し

ています。この助成事業は、

宝くじの収入を財源として、

宝くじの社会貢献や普及を

広報することを目的に行わ

れています。

地域のコミュニティづくりに活用

↑「伊万里港や地理的な良さで進
出を決めた」と話す日本新電力
㈱橋本宏昌代表取締役（中央）

　
日
本
新
電
力
株
式
会
社
（
特
定
規
模

電
気
事
業
者
で
あ
る
日
本
ロ
ジ
テ
ッ

ク
協
同
組
合
の
グ
ル
ー
プ
企
業
と
し

て
平
成
24
年
11
月
に
設
立
、
本
社
東

京
都
）
が
、
黒
川
町
の
七
ツ
島
工
業

団
地
内
に
発
電
所
（『
佐
賀
パ
ワ
ー
ビ

レ
ッ
ジ 

バ
イ
オ
火
力
発
電
所
』）
を

建
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、
10
月
16
日
、

同
社
と
佐
賀
県
、
伊
万
里
市
は
三
者

に
よ
る
進
出
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

発
電
は
、
パ
ー
ム
椰や

し子
殻
を
主
な
燃

料
と
し
た
国
内
最
大
級
の
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
で
、
発
電
規
模
は
約
５
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
。
燃
料
は
伊
万
里
港
を
利

用
し
て
海
外
か
ら
輸
入
し
、
平
成
28

年
度
中
に
発
電
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
な
お
、
発
電
し
た
電
力
は
、
日

本
ロ
ジ
テ
ッ
ク
協
同
組
合
を
通
じ
、
同

組
合
の
組
合
員
（
企
業
や
地
方
自
治

体
な
ど
）
に
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
建
設

日
本
新
電
力
と

進
出
協
定
を
締
結
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【下表：伊万里市の記号説明】
 ○ 全国との比較（左側：桃色枠 　　 ）   △：全国を下回っている
 ○ 佐賀県との比較（右側：白枠　　  ）　★：佐賀県とほぼ同程度　▲：佐賀県を下回っている　※同程度とは 0.4％以内のひらき

平成26年度全国学力・学習状況調査結果について

① 学力調査

※本調査により、すべての学力が測定できるわけではありません。

  小学校（第６学年）

国　語 数　学
A 知識 B 活用 A 知識 B 活用

全　国 79.4 51.0 67.4 59.8
佐賀県 78.0 48.8 64.0 56.5

伊万里市 △ ★ △ ▲ △ ▲ △ ▲

国　語 算　数
A 知識 B 活用 A 知識 B 活用

全　国 72.9 55.5 78.1 58.2
佐賀県 73.5 54.6 77.6 57.3

伊万里市 △ ▲ △ ★ △ ▲ △ ▲

  中学校（第３学年）

国語Ａは県平均とほぼ同程度でしたが、そのほかは、全
国平均、県平均ともに下回りました。特に数学において
は、知識、活用ともに大きな課題があります。領域では、
国語は『書くこと』、数学は『関数』・『資料の活用』にそ
れぞれ課題が残りました。

国語 B は県平均とほぼ同程度でしたが、そのほかは、全
国平均、県平均ともに下回りました。特に算数において
は、活用に大きな課題があります。領域では、国語は『話
すこと・聞くこと』、算数は『数と計算』・『量と測定』に
それぞれ課題が残りました。

② 質問紙（生活・意識）調査

▷全国・県との比較で良好だった項目
 ● いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思っ

ている。
 ● 人の役に立つ人間になりたいと思っている。
 ● 地域の行事に参加している。
▷全国・県との比較で課題がある項目
 ● 授業の予習ができていない。
 ● 平日や土・日曜日の勉強時間（塾を含む）が少ない。

▷全国・県との比較で良好だった項目
 ● 学校図書館や地域の図書館に行っている。
 ● 家で、学校の宿題をしている。
 ● 地域の行事に参加している。
▷全国・県との比較で課題がある項目
 ● テレビの視聴時間が長い。
 ● 授業の予習および復習ができていない。
 ● 平日や土・日曜日の勉強時間（塾を含む）が少ない。

◇わかる授業の展開
 ● 学校内外での研修を通じて、授業における指導方法を改善し、学校全体でわかる授業に努めていきます。
 ● 課題とされる活用力を高める授業づくりに努めていきます。
◇家庭学習の質と時間の向上
 ● 授業と結びつけた効果的な家庭学習（予習・復習）を推進していきます。
 ● 発達段階に応じた家庭学習の時間のめやすを示し、確実に実施できるように、家庭や地域との連携を深めていきます。
◇小中連携の活性化
 ● 中学校区ごとに小中共通した約束事を決め、学習・生活習慣の確立を図っていきます。
 ● 特に、小学校第６学年と中学校第１学年での学習面や生活面での指導を共有し、子どもたちがスムーズに中学校での授

業や生活に慣れていくような教育環境づくりに努めていきます。

  小学校（第６学年）   中学校（第３学年）

　４月 22 日に実施された平成 26 年度全国学力・学習状況調査の結果が、文部科学省により公表されました。
伊万里市の概況についてまとめましたので紹介します。なお、本調査結果については、市内の各小中学校におい
て分析し、課題を明らかにして具体的な対応策を考え、全職員の共通理解のもとで実践に移しています。

▷学年・教科など
  ● 小学校 第６学年：国語Ａ、国語Ｂ、算数Ａ、算数Ｂ、質問紙（生活・意識など）
  ● 中学校 第３学年：国語Ａ、国語Ｂ、数学Ａ、数学Ｂ、質問紙（生活・意識など）
▷設問内容（A と B の違いとは？）
  ● Ａ（知識）：身に付けておかなければ後の学年に影響を及ぼす内容、 実生活において不可欠である知識、技能など
  ● Ｂ（活用）：知識、技能などを実生活で活用する力、 課題解決のための構想を立てて実践し、評価・改善する力など

  調査内容

  伊万里市の調査結果

③ 今後も伊万里市として力を入れていきたいこと

平　日 土・日曜日
１〜２時間 ２時間以上 ２〜３時間 ３時間以上

全　国 32.8％ 35.1％ 23.4％ 16.9％
佐賀県 34.8％ 28.6％ 22.8％ 11.8％

伊万里市 32.9％ 22.1％ 19.0％   7.1％

平　日 土・日曜日
１〜２時間 ２時間以上 ２〜３時間 ３時間以上

全　国 36.2％ 25.8％ 12.5％ 11.5％
佐賀県 38.1％ 21.3％ 13.4％   8.5％

伊万里市 33.2％ 15.9％ 12.8％   4.8％

● 問合先　学校教育課 ( ☎㉓２１８５)
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多
く
の
修
学
旅
行
生
が
伊
万
里

市
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
。
伊
万
里
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
で
は
、
毎
年

春
と
秋
、
主
に
関
西
や
関
東
の
中

学
生
、
高
校
生
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
私
も
一
会
員
と
し
て
昨
年

の
春
か
ら
民
泊
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
私
が

最
初
に
行
う
こ
と
は
、「
今
か
ら
明

朝
ま
で
は
み
ん
な
家
族
だ
か
ら
ね
。

お
客
様
で
は
な
い
よ
。
料
理
だ
っ

て
手
伝
っ
て
も
ら
う
し
、
い
ろ
い

ろ
や
っ
て
も
ら
う
か
ら
ね
」と
し
っ

か
り
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
遠
方
の
他
人
の
家
に
泊

ま
る
の
は
初
め
て
の
経
験
で
す
。

し
か
し
、
夕
食
の
準
備
を
手
伝
い
、

食
卓
を
囲
む
こ
ろ
に
な
る
と
、
会

話
も
弾
ん
で
き
ま
す
。
家
庭
の
事

情
に
は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
な
が
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
話

を
し
て
い
る
と
、
家
庭
の
中
の
雰

囲
気
が
見
え
て
き
ま
す
。
た
ま
に

は
、
あ
い
さ
つ
や
食
事
の
マ
ナ
ー

な
ど
に
つ
い
て
気
に
な
る
点
を
注

意
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
一
日
だ
け
で
も
親
代
わ
り
に

な
っ
た
者
の
務
め
だ
と
考
え
て
い

る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
思

い
は
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
伝

わ
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
、
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
私

た
ち
大
人
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。

　
人
は
本
来
、
顔
と
顔
、
目
と
目

を
合
わ
せ
、
相
手
の
表
情
を
読
み

取
り
な
が
ら
互
い
の
意
志
や
感
情

を
交
わ
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
行
動
が
、
相
手
を
思
い
や
り
、

助
け
合
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
私
た
ち
大
人
が
率
先

し
て
家
庭
や
地
域
で
き
ち
ん
と
あ

い
さ
つ
を
交
わ
す
と
と
も
に
、
１

日
に
１
度
は
ゆ
っ
く
り
話
を
す
る

時
間
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。し
っ

か
り
と
相
手
の
目
を
見
な
が
ら
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo. ２１３

 

『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
』

　
　
　

　

　
鍋
島
焼
の
は
じ
ま
り

　
史
跡
大
川
内
鍋
島
窯
跡
②  

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　 

（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
10
月
12
日
、
南
波
多
町
の
府
招

上
公
民
館
で
愛あ

た
ご宕
権ご

ん
げ
ん現
神
社
秋
ま

つ
り『
府
招
浮
立
』が
あ
り
ま
し
た
。

　
銭
太
鼓
を
持
っ
た
女
の
子
た
ち

が
踊
り
な
が
ら
神
社
ま
で
行
く『
道

行
き
』
は
、
こ
の
日
悪
天
候
の
た

め
、
公
民
館
の
敷
地
内
で
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
館
内
で
、
33
演
目
の
う

ち
15
の
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

笛
や
太
鼓
の
は
や
し
に
合
わ
せ
た

優
美
な
舞
い
や
演
技
は
、
多
く
の

参
観
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　
府
招
浮
立
は
、
道
行
き
と
舞
台

な
ど
で
行
う
本
浮
立
か
ら
な
り
、

昭
和
43
年
に
県
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
宕
権
現
神
社
秋
ま
つ
り
府
招
浮
立

優
美
な
舞
い
で
参
観
者
を
魅
了

↑『道行き』では、あでやかな衣装に身を
包み、優雅な踊りを披露する子どもたち

　
鍋
島
焼
は
ど
の
よ
う
に
し
て

生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
、
そ
の
経
緯
は
、
関
ヶ
原
の

戦
い
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
鍋
島
家
の
当
主
勝
茂
は
、

関
ヶ
原
の
戦
い
で
豊
臣
側
の
西

軍
に
参
加
し
ま
す
が
、
徳
川
側

の
東
軍
に
敗
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
勝
茂
は
、
徳
川
幕
府
に
鍋

島
家
を
取
り
つ
ぶ
さ
れ
な
い
よ

う
、
長
崎
に
輸
入
さ
れ
て
い
た

中
国
製
の
磁
器
な
ど
珍
し
い

品
々
を
徳
川
将
軍
へ
献
上
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
国
の

王
朝
が
明
か
ら
清
へ
と
交
代

し
、
中
国
製
の
磁
器
な
ど
が
長

崎
に
輸
入
さ
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
、
鍋
島
家

の
治
め
る
佐
賀
藩
の

有
田
で
は
、
国
産
の
磁

器
製
品
が
生
産
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
鍋
島

家
は
、
徳
川
将
軍
に
献

上
す
る
に
ふ
さ
わ
し

い
磁
器
を
開
発
さ
せ
、

そ
の
仕
上
が
り
が
認

め
ら
れ
て
鍋
島
焼
の
生
産
を
開

始
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
鍋
島
焼
は
将
軍
家
へ
の
献
上

な
ど
の
た
め
の
磁
器
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
生
産
技
術
な
ど
が

外
部
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
管
理

が
徹
底
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
当
初
の
生
産
地
で
あ
っ

た
有
田
は
、
民
間
磁
器
の
生
産

や
取
り
引
き
の
増
大
に
伴
い
、

人
の
出
入
り
が
激
し
く
な
り
、

秘
密
保
持
が
困
難
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
１
６
５
０
年

代
に
現
在
の
大
川
内
山
に
場
所

を
移
し
て
鍋
島
焼
の
生
産
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

初期鍋島　色
いろ

絵
え

唐
からはなもんざら

花文皿
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↓漁港ならではの新鮮な魚介類を前に、会話も大いに弾みました。

まちの話題

みんなの広場

　秋の交通安全県民運動に合わせて、山代町浦ノ崎地区

でさくら保育園によるパレードが行われました。年長組

の太鼓を先頭に、園児や保護者など約 60 人が保育園から

浦ノ崎公民館までの約１㌔を行進。途中、ＭＲ浦ノ崎駅前

では歌も披露したほか、警察官の紙芝居で交通事故の怖さ

を学び、地域住民に交通安全の大切さを訴えていました。

↑地域住民に見守られながら、元気に事故防止を呼びかける園児たち

　　　 さくら保育園児が交通安全パレード守ろう交通ルール、高めよう交通マナー

　伊万里の海とカブトガニの未来を考えるチャリティライブ

『IMARI × MIRAI』が、市民センターでありました。伊万里

市を拠点に活動した経歴を持つ西
にし

 慎
しん

嗣
じ

さん（長崎県松浦市

出身）と友人が企画し、ミュージシャンの山
やま

崎
ざき

まさよしさん

や岡
おか

本
もと

定
さだ

義
よし

さんなどに呼びかけ実現。市内外から約 550 人

の観客が詰めかけ、３時間に及ぶステージに酔いしれました。

↓熱いステージを披露した西 慎嗣さん（左）と山崎まさよしさん（右） 

　　　 市制 60 周年記念 チャリティライブ開催夢のセッションが実現した夜

　地元手作りのイベントで地域を活性化しよ

うと、波多津漁港で『波多津みなと祭り』が

開催されました。この日、台風接近の影響で

海上イベント（ろ漕
こ

ぎレース、クルージング）

は中止されたものの、市内外から約 3,500 人

が詰めかけた会場内は、アトラクションや海

鮮バーベキューで大盛況。祭りのフィナーレ

を飾る花火大会まで終日熱気であふれ、来場

者は海の恵みに舌鼓を打ちながら、ぜいたく

なひとときを心ゆくまで楽しんでいました。

          秋の風物詩『波多津みなと祭り』港町においしい笑顔が集う

10.5

『よさこい』を演舞する波多津保育園児 地元板木区の有志が『板木法行太鼓』を披露

祭りの夜空を彩った花火

10.169.27
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ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

みんなの広場

　市民との交流を通して、ボランティア活動を啓発・推進

しようと、市民センターで『市ボランティア連絡協議会創立

30 周年記念 第 10 回ボランティアまつり』が開かれました。

会場内には、ボランティア団体による多彩な催しやバザー、

体験・休憩コーナーが設けられ、台風接近による悪天候に

もかかわらず、多くの家族連れなどでにぎわっていました。

↓子どもたちに大人気だった福祉施設職員の手作り『バルーンアート』

　　　 『ボランティアまつり～ふれあい広場～』開催ふれ『愛』でみんなに広げる助け『愛』

10.12

10.11

　　　 鍋島藩窯秋まつり『献上の儀』窯元の伝統技術の粋と情熱を結集

↓鍋島家に伊万里焼を献上した伊万里鍋島焼協同組合の皆さん

　伊万里鍋島焼協同組合による『献上の儀』が、佐賀藩祖

の祭られている佐賀市の松原神社（佐
さ

嘉
が

神社）で開催され、

登り窯で焼かれた『色
い ろ

絵
え

杏
ぎょう

葉
よ う

牡
ぼ

丹
た ん

唐
か ら

草
く さ

文
も ん

様
よ う

瓶
へ い

子
し

』が鍋島
家に献上されました。これは、『鍋島』を将軍家などへ献
上していた先人の偉業に感謝するとともに、伝統技法を継
承していくために、平成元年から行われているものです。↑「良いことも悪いことも生きているから感じられる」と話す麻木さん

　　　 がん予防をテーマに『いきいき健康づくりフェスタ』日ごろから自分の体を気遣うこと
　いきいき健康づくりフェスタが、市民センターで開催さ

れました。これは、市民の健康増進を図ろうと市が毎年行っ

ているもので、今回はがん予防をテーマに、がん検診やが

ん予防料理の試食、麻木久仁子さんを講師に迎えた講演会

などがありました。講演では、講師が自身の体験談を交

えながら、来場者に検診の大切さなどを訴えていました。

9.23

　『第 19 回伊万里リサイクルフェア』が市役所車庫前であ

りました。これは、家庭で不用になった生活用品などのリ

サイクルを通して、ごみの減量化への理解を深めてもらお

うと毎年開催されているもので、市内 28 の個人や団体が

出店。日用雑貨や衣類、陶磁器などの掘り出し物が格安で

手に入るとあって、多くの家族連れなどでにぎわいました。

↑所狭しと並ぶバザー用品の中から、お目当ての品を買い求める来場者

　　　 『伊万里リサイクルフェア』は今年も大盛況環境と財布にやさしい『リサイクル』

9.23
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秋あ
き

の
音お

と 

返か
え

す
唐か

ら
う
す臼 

窯か
ま
さ
と里

に

秋
し
ゅ
う
れ
い

冷
の 
空そ

ら

に
『
平へ

い

和わ

』
と 

書か

き
み
れ
ば

　
　
　
　
　
な
が
る
る
雲く

も

の 

一ひ
と
い
き息

に
消け

す

伊
万
里
白
露
短
歌
会

中な
か
く
ら倉

　
文ふ
み

枝え

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
市
内
２
人
の
高
齢
者

を
、
９
月
29
日
に
塚
部
市
長
が
、

10
月
15
日
に
井
関
市
民
部
長
が
そ

れ
ぞ
れ
訪
問
し
、
記
念
の
百
寿
メ

ダ
ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
９
月
29
日
に
訪
問
し
た
根ね

〆じ
め

ミ

ツ
エ
さ
ん
は
、
饅
ま
ん
じ
ゅ
う
頭
作
り
が
得
意

で
、
辛
抱
強
く
前
向
き
な
性
格
と

の
こ
と
。
お
若
い
こ
ろ
は
、
花
や

野
菜
な
ど
を
作
り
、
そ
れ
を
配
る

の
が
楽
し
み
だ
っ
た
そ
う
で
、
近

所
の
人
た
ち
に
た
い
へ
ん
喜
ば
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
90
歳
こ
ろ
ま

で
、
草
む
し
り
な
ど
屋
外
で
の
作

業
も
好
ん
で
よ
く
さ
れ
て
い
た
と

い
う
ミ
ツ
エ
さ
ん
の
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

は
、『
何
で
も
よ
く
食
べ
る
こ

と
』。
ミ
ツ
エ
さ
ん
は
、
市
長
に
メ

ダ
ル
を
か
け
て
も
ら
い
、
入
所
中

の
施
設
の
皆
さ
ん
や
家
族
に
祝
福

さ
れ
、
幸
せ
そ
う
な
表
情
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
10
月
15
日
に
訪
問
し
た
多
久
島

ヤ
イ
さ
ん
は
、
ま
っ
す
ぐ
で
し
っ

か
り
し
た
性
格
と
の
こ
と
。
お
若

い
こ
ろ
は
、
自
分
で
作
っ
た
米
や

野
菜
を
、
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
遠

方
ま
で
売
り
に
行
か
れ
て
い
た
そ

い
つ
ま
で
も

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

お
元
気
で

根〆 ミツエさん
（漁港）

う
で
す
。
習
字
や
、
仏
教
に
関
す

る
本
を
読
む
の
が
楽
し
み
と
い
う

ヤ
イ
さ
ん
の
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

は
、

『
ひ
孫
や
孫
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
す
る
こ
と
』、
ま
た
、『
何

で
も
好
き
嫌
い
な
く
食
べ
る
こ

と
』
だ
そ
う
で
す
。
ヤ
イ
さ
ん
は
、

入
所
中
の
施
設
の
皆
さ
ん
や
家
族

に
見
守
ら
れ
、
メ
ダ
ル
を
か
け
て

も
ら
う
と
う
れ
し
そ
う
に
ほ
ほ
え

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

多久島 ヤイさん
（東山代町長浜）

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

永な
が

尾お

　
　
勲
い
さ
お

　
10
月
９
日
、
国
見
台
球
技
場
で

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
し

て
『
シ
ル
バ
ー
体
育
大
会
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

第
24
回
市
老
連
シ
ル
バ
ー
体
育
大
会

明
る
く
！ 

愉
快
に
！ 

元
気
に
！

牧
島   

が
優
勝

チーム

　
こ
の
大
会
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
間
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
市
内
13
町
（
地

区
）
か
ら
会
員
約
９
０
０
人
が
参

加
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、

球
運
び
競
争
や
じ
ゃ
ん
け
ん
競

争
、
ロ
マ
ン
ス
競
争
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
通
し
競
争
、
玉
入
れ
な
ど
９
種

目
（
マ
ス
ゲ
ー
ム
を
含
む
）
で
得

点
を
競
い
ま
し
た
。

　
雲
一
つ
な
い
秋
晴
れ
の
下
、
参

加
し
た
会
員
た
ち
は
、
体
を
動
か

す
楽
し
み
を
感
じ
な
が
ら
、
さ
わ

や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

↑
同
じ
番
号
札
を
引
い
た
男
女
で
ゴ
ー
ル

を
め
ざ
す
『
ロ
マ
ン
ス
競
争
』。
青
春

時
代
を
思
い
出
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。

▼
優
　
勝
　
牧
　
島
チ
ー
ム

▼
準
優
勝
　
大
川
内
チ
ー
ム

▼
３
　
位
　
立
　
花
チ
ー
ム
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　市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、食に関する活動を行っているグループが監修した春夏秋冬のレシピを紹介します。

春夏秋冬 自慢味

● 問合先　男女協働・まちづくり課（ 　☎㉓２１１５）

食育ワンポイント

伊万里のレシピ  No. ８

伊万里市食生活改善推進委員会発行
『いまりの郷土料理』より

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

手軽にできて子どもにも人気のおやつ

石垣だご

材　料（８個分）
・さつま芋（200 グラム）
・小麦粉（200 グラム）
・ベーキングパウダー（８グラム）

①さつま芋の皮をむき１センチメートル角に切り、塩
水につけてアク抜きし、ザルに上げて水切りします。

②小麦粉、ベーキングパウダー、砂糖を混ぜ合わせ、
ふるいにかけます。

③②をボウルに入れ、水で固めにこねたら、残りの水
を手につけて、耳たぶくらいの固さにこねます。

④①のさつま芋を加えて、さらにこねて適当な大きさ
に丸め、蒸し器で 20 分くらい蒸します。

☆さつま芋は長く水につけると甘みが抜けるので、水
にくぐらせる程度にしましょう。

☆さつま芋の代わりに、栗、りんご、グリーンピース、
人参のすりおろしなどでも作れます。

さつま芋　～ビタミンと食物繊維でお肌ピカピカ・お腹スッキリ～
　この時期になると、芋ほりをする人も多いのではないでしょうか。さつま芋に豊富に含まれるビタミン C は、
加熱しても壊れにくく、シミ・ソバカスの抑制や疲労回復に効果が期待できます。切り口から出る白い液体はヤ
ラピンという成分で、食物繊維との相乗効果で便通を良くします。電子レンジで一気に加熱すると甘みが少なく
なりますので、トースターなどでじっくり加熱することをお勧めします。甘みが増してさらにおいしくなりますよ。

作り方など

・砂糖（50 グラム）
・塩（３グラム）
・水（100cc）

　
ぼ
く
は
ボ
ー
ル
遊
び
や
絵
本
が
好

き
な
ん
だ
♥
プ
ラ
レ
ー
ル
も
大
好
き

だ
よ
☆
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
に
線
路
を

つ
な
げ
て
も
ら
う
と
と
っ
て
も
楽
し

い
よ
♬
大
好
き
な
カ
ボ
チ
ャ
や
ト
マ

ト
、
パ
ン
や
カ
レ
ー
を
た
く
さ
ん
食

べ
て
た
く
さ
ん
遊
ば
な
く
っ
ち
ゃ
(^^)

 杉本 耀
てる

帆
ほ

 さん

　
好
奇
心
旺お
う
せ
い盛

な
耀
帆
く
ん
♬
よ
く

食
べ
、
よ
く
遊
び
、
よ
く
寝
て
、
よ

く
笑
い
、
よ
く
泣
き
、
元
気
に
勉

強
も
ス
ポ
ー
ツ
も
頑
張
っ
て
ね
♥

★賢
けん

治
じ

・ゆみさんの三男

★大川町井手口

(　  )１歳
７か月元

もとかわ

川 ゆかりさん

★
勤
務
先
は
　
山
の
サ
ナ
ー
レ
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
勤
務
し
、
５
年
目
に
な

り
ま
す
☆
薬
剤
を
扱
う
こ
と
も
多

い
の
で
、
そ
の
取
り
扱
い
に
は
、

特
に
慎
重
に
、
確
認
を
怠
ら
な
い

よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
★
ス
タ
ッ

フ
の
一
員
と
し
て
、
患
者
様
一
人

一
人
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添
い
、

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
♪

★
好
き
な
食
べ
物
は
　
い
ろ
い

ろ
あ
る
け
ど
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
が

大
好
き
♬
焼
肉
や
お
寿
司
も
♡

★
休
日
は
　
友
だ
ち
と
よ
く
ラ
ン

チ
に
行
き
ま
す

(^^)

★
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は

　
思
い
や
り
が
あ
っ
て
、
フ
ィ
ー

リ
ン
グ
が
合
う
人
♥

★黒川町大黒川

★おうし座・B 型

(27 歳)
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１日（土）、２日（日）
● 市長旗争奪伊万里地区

高等学校野球秋季大会
　１日：午前 10 時試合開始　
　２日：午後１時 30 分試合開始　

国見台野球場
２日（日）
● 伊西地区中学生新人ソフトテニス大会
　午前８時 30 分開会　国見台庭球場
● 秘窯の里伊万里ラージボール卓球大会
　午前９時開会　国見台体育館
● ベースボールフェスタ in 伊万里
　（伊万里ケーブルテレビジョン旗争奪少

年野球大会、市長旗争奪伊万里地区高
等学校野球秋季大会の２大会の決勝戦）

　午前 10 時試合開始　国見台野球場
３日（月・祝）
● 市会長杯争奪バレーボール秋季大会
　午前８時 30 分開会　国見台体育館
８日（土）
● 環境杯グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　

国見台陸上競技場ほか
９日（日）
● 伊西地区中学新人卓球大会
　午前９時開会　国見台体育館
23 日（日・祝）
● 名村造船所杯グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　

いまり夢みさき公園
27 日（木）
● 市協会杯争奪ゲートボール大会
　午前８時 30 分開会　国見台球技場
30 日（日）
● 市内一周駅伝競走大会
　午前８時 15 分開会　市内一円
● 市剣道大会
　午前９時開会　国見台武道館

11 月の市民スポーツ

２日（日）
● 南波多町内一周駅伝大会
　午前８時 30 分開会　南波多町内
● 黒川町内一周駅伝競走大会　
　午前９時開会　黒川町内
● やってみゅーだ 2014 in 東京眉山

会旗大川町ジュニア駅伝大会、佐
賀県玉入れ選手権　

　午前９時開会　大川町内
● 松浦町内一周駅伝大会　
　午後１時 30 分開会　松浦町内
９日（日）
● 大川内町内一周駅伝大会
　午前８時 15 分開会　大川内町内
● 南波多町子ども会

グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　南波多小学校
● 大川町内一周駅伝大会
　午前９時開会　大川町内
● 波多津町内一周駅伝競走大会
　午後１時 30 分開会　波多津町内
16 日（日）
● 牧島公民館まつり駅伝大会
　午前９時 30 分開会　牧島地区内
● 二里町民駅伝大会
　午後１時開会　二里町内
● 東山代町民駅伝競走大会
　午前９時開会　東山代町内
23 日（日・祝）
● 山代町民バレーボール大会
　午前８時 30 分開会　山代東小学校
24 日（月・休）
● 伊万里地区グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　啓成中学校

11 月の町民スポーツ

体動かし楽しみながら交流深まる

市教育長杯中学校ニュースポーツフェスティバル

伊万里スポーツデイ
（市民ペタンク大会／伊万里っ子・キッズスポーツフェスティバル）

● 期  日  10 月５日（日）    ● 場  所  国見台陸上競技場・球技場

↑チーム全員で協力し、カロ−リ
ングに挑戦する生徒たち

　
９
月
20
日
、青
嶺
中
学
校
で
『
伊

万
里
市
教
育
長
杯
第
７
回
中
学
校

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

だ
れ
で
も
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
、
日
ご
ろ
あ
ま
り
運

動
を
し
て
い
な
い
生
徒
に
、
ゲ
ー

ム
の
楽
し
さ
や
体
を
動
か
す
喜
び

を
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
市
内
８
中
学
校
か

ら
97
人
が
参
加
。
ペ
タ
ン
ク
、
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
、
ア
ジ
ャ
タ
の
３
種

目
に
挑
戦
し
、
真
剣
勝
負
を
繰
り

広
げ
な
が
ら
も
、
他
校
の
生
徒
と

の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
な

お
、
上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
総
合
の
部
】

▽
優
　
勝
　
東
陵
中
学
校

▽
準
優
勝
　
青
嶺
中
学
校

▽
３
　
位
　
山
代
中
学
校

【
種
目
の
部
（
優
勝
の
み
）】

▽
ペ
タ
ン
ク
　
　
　
東
陵
中
学
校

▽
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
　
東
陵
中
学
校

▽
ア
ジ
ャ
タ
　
　
　
東
陵
中
学
校

↑みんなで盛り上がっ
たアジャタ

　
国
見
台
球
技
場
で
『
第
４
回
市

民
ペ
タ
ン
ク
大
会
』、
陸
上
競
技
場

で
『
第
12
回
伊
万
里
っ
子
・
キ
ッ

ズ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
ペ
タ
ン
ク
大
会
に
は
、
市

内
か
ら
８
チ
ー
ム
、
計
28
人
が
参

加
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
ゲ
ー

ム
は
進
み
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
世
代
を
超
え
て
勝
負
の
駆
け
引

き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

伊
万
里
っ
子
・
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
３
歳
か

ら
８
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
13
人

が
参
加
し
、
キ
ッ
ズ
ラ
ン
や
キ
ッ

ズ
サ
ッ
カ
ー
、
キ
ッ
ズ
ラ
グ
ビ
ー
、

キ
ッ
ズ
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
４
種
目

に
挑
戦
。
指
導
者
に
基
礎
的
な
動

作
を
教
わ
る
と
、
見
違
え
る
ほ
ど

上
達
し
、
補
助
員
の
高
校
生
と
一

緒
に
な
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

↑『キッズラグビー』で、大人も顔負
けの機敏な動きを見せる子どもたち

↑ペタンクでは、大人から子どもまで
一緒に楽しみました。
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種　目 学
年

男子１位 女子１位
氏　名 学校名 記　録 氏　名 学校名 記　録

100M
６ 岩 本   源 伊万里 13 秒 3 松 尾 桃 子 立　花 14 秒 7
５ 前 田 悠 吏 大　川 14 秒 5 牟 田 星 羅 山代東 15 秒 0
４ 中 島 秀 斗 伊万里 14 秒 7 岩 政 唯 菜 牧　島 16 秒 2

4 ×
 100M

６

溝 上 賢 伸
福 田 光 真
金子洋之進
岩 本   源

伊万里 54 秒 8

出 雲 渚 彩
川原さくら
前田紗美愛
岩 橋 彩 乃

東山代 59 秒 8

５

川 田 遼 太
江 頭 千 裕
北 村 辰 輝
井 手 歩 士

立　花 59 秒 9

林   京 穂
山 田 理 加
高 見 美 咲
田 中 瑠 月

大　坪 61 秒 2

４

田 中 汰 宙
荒 木 太 陽
松 尾 陽 音
中 島 秀 斗

伊万里 61 秒 6

永 田 梨 乃
石 竹 早 希
田 代 莉 遠
堀 田 佳 奈

伊万里 64 秒 8

持久走
1000M

６ 中嶋駿太郎 立　花 3分17 秒1 小林こゆき 立　花 2分39 秒1
５ 野 口 大 智 伊万里 3分20 秒3 野口ののか 松　浦 2分40 秒2

走り
幅跳び

６ 宮 﨑 悠 大 波多津東 436㎝ 土 井 愛 実 二　里 365㎝

５ 梶 原 周 拳 黒　川 385㎝
橋 口 美 音 東山代

337㎝
久間亜弥乃 立　花

走り
高跳び

６ 長 尾 崇 大 二　里 131㎝ 樋 渡 彩 音 二　里 122㎝
５ 野 林 海 斗 山代西 121㎝ 土井ゆりあ 立　花 110㎝

◆男女駅伝
種 目 区 分 氏名・学校名 記　録

男
　
　
子

総
　
合

優　勝 山代中学校 1 時間 7 分 38 秒
準優勝 青嶺中学校Ａ 1 時間 8 分 23 秒
３　位 西有田中学校Ａ 1 時間 9 分 22 秒

区
　
間
　
賞

１　区 小 島 賢 太 山　代 13 分 09 秒
２　区 牧 瀬 圭 斗 山　代   9 分 39 秒
３　区 松 本 一 晟 青嶺Ａ 10 分 00 秒
４　区 中 島 一 成 青嶺Ａ 10 分 09 秒
５　区 小 嶋 脩 友 青嶺Ｂ 10 分 17 秒
６　区 山 口 大 地 山　代 13 分 47 秒

女
　
　
子

総
　
合

優　勝 青嶺中学校 44 分 21 秒
準優勝 東陵中学校 46 分 29 秒
３　位 有田中学校 47 分 06 秒

区
　
間
　
賞

１　区 山 下 莉 穂 青　嶺 10 分 46 秒
２　区 山 口   桜 青　嶺   7 分 04 秒
３　区 前 田 南 風 青　嶺   7 分 45 秒
４　区 福 川 桃 華 青　嶺   7 分 47 秒
５　区 山 口   遥 青　嶺 10 分 59 秒

◆男女ロードレース
種 目 区 分 氏　名 学校名 記　録
男  子 １　位 大 島   蓮 国　見 10 分 25 秒

女  子 １　位 溝 上 光 留 東　陵   7 分 40 秒

● 期  日　10月11日（土）    ● 場  所　国見台陸上競技場

第 46回市小学校陸上運動大会
● 期  日　10月３日（金）　
● 場  所　いまり夢みさき公園

伊万里・西松浦地区中学校駅伝競走大会

◆総合成績
順 位 町（地区）名 得 点
優 勝 大 川 町 80 点
２ 位 大 坪 地 区 79 点
３ 位 二 里 町 76 点
４ 位 大 川 内 町 71 点
４ 位 南 波 多 町 71 点
４ 位 山 代 町 71 点
７ 位 立 花 地 区 68 点
８ 位 伊万里地区 66 点
８ 位 波 多 津 町 66 点

10 位 黒 川 町 64 点
11 位 牧 島 地 区 63 点
12 位 東 山 代 町 58 点
13 位 松 浦 町 54 点

◆種目別成績（１位のみ）
種  目  名 町（地区）名

入場行進特別賞 立 花 地 区
年 齢 別 リ レ ー 大 坪 地 区
消 防 団 リ レ ー 二 里 町
青年・女性リレー 二 里 町
小 学 生 リ レ ー 大 坪 地 区
中 学 生 リ レ ー 大 坪 地 区
百足（むかで）競走 大 川 町
な わ と び 合 戦 二 里 町
つ な ひ き 大 川 町
玉 入 れ 立 花 地 区

小学生リレー

消防団リレー

なわとび合戦 大
川
町
が
総
合
優
勝
！

山代町の子どもたちは、
神輿を担いで入場行進

　
10
月
19
日
、
国
見
台
陸
上
競
技
場
で
『
市
民
体

育
祭
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
町
（
地
区
）
の

出
場
者
や
関
係
者
を
含
む
約
１
９
０
０
人
が
参
加

し
、
絶
好
の
秋
晴
れ
の
下
、
12
種
目
で
得
点
が
競

わ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
百
足
（
む
か
で
）
競
走

や
つ
な
ひ
き
な
ど
レ
ク
種
目
で
団
結
力
を
発
揮
し

た
大
川
町
が
総
合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

玉 入 れ

年齢別リレー

つなひき

市制60周年記念事業

市民体育祭
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チャンネルチャンネル

お知らせコーナー

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

　
海
洋
深
層
水
利
用

学
会
全
国
大
会
『
海

洋
深
層
水
２
０
１
４

伊
万
里
大
会
』
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
海
洋
深

層
水
を
利
活
用
し
た
商
品
開
発
や

海
洋
温
度
差
発
電
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
（
講
演
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
11
月
19
日
（
水
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
講
　
演

▽
演
題
①
　『
佐
賀
か
ら
海
洋
深

層
水
事
業
へ
』

お
知
ら
せ

　
講
師
　
山
田
　
勝
久
氏
（
㈱
Ｄ

Ｈ
Ｃ
海
洋
深
層
水
研
究
所
長
）

▽
演
題
②
　『
伊
万
里
が
育
ん
だ

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
展

望
』

　
講
師
　
池
上
　
康
之
氏
（
佐
賀

大
学
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ

ン
タ
ー
副
所
長
）

●

参
加
料
　
無
　
料

●

問
合
先
　
企
画
政
策
課
企
画
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
４
）

　
11
月
17
日
か
ら
23
日
ま
で
は
、

『
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
』
で
す
。
期

間
中
は
、
女
性
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
開
設
時

間
を
延
長
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●

受
付
期
間
お
よ
び
時
間
　

▽
11
月
17
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
11
月
22
日
（
土
）、23
日
（
日
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●

相
談
担
当
者
　

　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

●

相
談
電
話
番
号
　

　
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

●

問
合
先
　

　
佐
賀
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
９
５
２
㉖
２
１
９
５
）

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｉ（
性
的
少
数
者
）（
※
）

の
現
状
や
国
内
外
の
動
き
な
ど
を
紹

介
し
、
支
援
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

（
※
）『
Ｌ
』
＝
女
性
同
性
愛
者
（
レ

ズ
ビ
ア
ン
）、『
Ｇ
』
＝
男
性
同
性

愛
者
（
ゲ
イ
）、『
Ｂ
』
＝
両
性
愛

者
（
バ
イ
）、『
Ｔ
』
＝
心
身
の
性

別
不
一
致
者
（
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
）、『
Ｉ
』
＝
性
分
化
疾
患
（
イ

ン
タ
ー
セ
ッ
ク
ス
）
の
頭
文
字

●

日
　
時
　
11
月
25
日
（
火
）

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

●

場
　
所
　
市
役
所 
大
会
議
室

●

対
象
者
　
だ
れ
で
も
参
加
可

※
準
備
の
都
合
上
、
で
き
る
だ
け

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●

内
　
容
　
講
　
演

▽
演
題
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｉ
へ
の
支
援
』

　
講
師
　
吉
岡
　
剛
彦
氏
（
佐
賀

大
学
文
化
教
育
学
部
准
教
授
）

●

問
合
先
　
男
女
協
働
・
ま
ち
づ

　
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
１
５
）

　
11
月
は
『
子
ど
も
・
若
者
育
成
支

援
強
調
月
間
』で
す
。
家
庭
や
学
校
、

企
業
、
地
域
な
ど
社
会
全
体
が
協

力
し
、
国
民
運
動
と
し
て
左
記
の

重
点
事
項
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
平
成
26
年
度
の
重
点
事
項
】

▽
子
ど
も
・
若
者
の
社
会
的
自
立

　
支
援
の
促
進

▽
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
家
庭
へ

　
の
支
援

▽
児
童
虐
待
の
予
防
と
対
応

▽
子
ど
も
・
若
者
を
犯
罪
や
有
害

　
環
境
な
ど
か
ら
守
る
た
め
の
取

　
り
組
み
の
推
進

※
市
は
、
有
害
環
境
の
点
検
や
、
商

業
施
設
な
ど
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
化
し
ま
す
。

●

問
合
先
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
　
☎
㉓
２
６
５
８
）

　子育ての悩みや相談を受け付けています。
ひとりで悩まずに、気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、　

歌や簡単な製作などを行います。
　日　時　11 月 19 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
　場　所　市民図書館
②お誕生会（要申込）
　11 月生まれの乳幼児とその保護者
　日　時　11 月 26 日（水）
　　　　　午前 11 時〜 11 時 45 分
　場　所　子育て支援センターぽっぽ
● 申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

子育て支援センターに
            遊びにきませんか

海

洋

深

層

水

利
活
用
セ
ミ
ナ
ー

全
国
一
斉『
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』強
化
週
間

『
性
的
少
数
者
の
支
援

を
考
え
る
』
研
修
会

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

強

調

月

間

税を考える週間
期間：11月11日〜17日

《テーマ》
税の役割と税務署の仕事

※期間中は、税に関する広報
活動が全国で展開されます。
この機会に、家庭や職場な
どで、税の仕組みや必要性
などを考えてみましょう。

● 問合先　税務課市民税係
（☎㉓２１４８）

第4回 チャリティ
muchu!× アイテレビ合同企画 フリーマーケット&手作り雑貨市フリーマーケット&手作り雑貨市

ゆるキャラ大集合！ゆるキャラ大集合！
その他イベントもりだくさん！その他イベントもりだくさん！

詳しくはmuchu!編集部へ
お問合せください。

伊万里市大坪町
乙4161-1㈱三光 muchu！編集部 （0955）23-5808

（日）11/23
アイテレビ

伊万里市立花町1542-8
（伊万里ケーブルテレビジョン）

場所

駐車場はアイテレビ前の市役所
職員駐車場をご利用下さい。

10:00～15:00 アイアイくんも
まってるよ！
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チャンネル

お知らせコーナー

設置しましょう。住宅用火災警報器（伊万里・有田消防本部予防課 ☎ ㉓２１１８）

●

日
　
時
　

　
12
月
７
日
（
日
）

　
午
後
０
時
30
分
　
開
場

　
午
後
０
時
50
分
　
開
演

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

出
演
団
体
　

　
16
団
体
（
器
楽
、
合
唱
）

※
今
回
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ゲ
ス

ト
と
し
て
『
モ
ー
モ
ち
ゃ
ん
バ

ン
ド
』
を
招
待
し
ま
す
。

●

入
場
料
　
無
　
料

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
内
　
市
民
音
楽
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
（
　
☎
㉒
１
２
６
２
）

　
対
象
者
に
は
、
６
月
末
に
市
か

ら
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

所
得
申
告
の
状
況
に
よ
り
送
付
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
該
当

す
る
と
思
う
人
で
、
申
請
書
が
届

い
て
い
な
い
場
合
は
、
左
記
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●

給
付
金
の
種
類
と
対
象
者
　

▽
臨
時
福
祉
給
付
金

　
平
成
26
年
度
分
の
市
民
税
非
課

税
者
（
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
場
合
な
ど
を
除
く
）

▽
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当

受
給
者（
所
得
制
限
限
度
額
未
満
）

●

申
請
期
限
　
12
月
26
日
（
金
）

※
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
、
給
付
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●

申
請
・
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉

　
総
務
係
・
子
育
て
支
援
室

（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
㉓
１
１
３
３
）

●

日
　
時
　
11
月
22
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●

競
技
内
容
お
よ
び
場
所
　

　
県
内
の
林
業
事
業
体
（
約
20
団

体
）
の
職
員
が
、
木
の
伐
倒
技

術
な
ど
を
競
い
ま
す
。

▽
伐
倒
競
技
　
有
田
町
有
林
（
有

田
町
岳
）

▽
丸
太
切
競
技
　
中
国
木
材
㈱
駐

車
場
（
山
代
町
楠
久
）

●

問
合
先
　

▽
唐
津
農
林
事
務
所
林
務
課

（
☎
０
９
５
５
　
９
３
４
８
）

　
県
民
手
帳
は
、
手
帳
と
し
て
の

機
能
の
ほ
か
、
県
内
市
町
の
イ
ベ

ン
ト
や
官
公
庁
の
所
在
地
な
ど
、

仕
事
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
が

充
実
し
て
い
ま
す
。

●

カ
バ
ー
色
　

　
グ
レ
ー
、
赤

●

サ
イ
ズ
・
価
格

▽
大
型
（
14
・
２
㌢
×
９
㌢
）

　
７
０
０
円
（
税
込
）

▽
小
型
（
10
・
８
㌢
×
７
・
５
㌢
）

　
５
５
０
円
（
税
込
）

※
い
ず
れ
も
鉛
筆
付
き
で
す
。

●

販
売
場
所
　
市
役
所
別
館
売
店
、

　
各
町
公
民
館
な
ど

●

問
合
先
　
情
報
広
報
課
市
民

　
サ
ー
ビ
ス
係（
　
☎
㉓
２
１
３
３
）

　
平
成
27
年
の
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
人
に
、
裁
判
員
に

選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

事
前
に
連
絡
す
る
た
め
、
名
簿
記

載
通
知
と
調
査
票
を
発
送
し
ま
す
。

※
候
補
者
名
簿
は
、
市
区
町
村
の
選

挙
人
名
簿
を
基
に
、
無
作
為
抽
出

な
ど
の
方
法
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

●

発
送
日
　
11
月
中
旬
（
予
定
）

●

問
合
先  

佐
賀
地
方
裁
判
所
刑
事

　
訟
廷
事
務
室
裁
判
員
係

（
☎
０
９
５
２
㉓
３
１
６
１
）

　
佐
賀
県
農
業
公
社
の
『
農
地
中

間
管
理
事
業
』
を
活
用
し
、
農
地
の

借
り
入
れ
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

●

対
象
者
　
経
営
規
模
の
拡
大
、
農

　
地
の
集
約
・
集
積
化
を
図
る
担

い
手
農
家
な
ど

●

募
集
期
間
（
第
２
回
）　

　
11
月
１
日（
土
）〜
12
月
５
日（
金
）

●

申
込
方
法 

申
出
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
込
・
問
合
先
　
市
農
業
委
員

会
事
務
局
〔
直
接
持
参
〕（
　
☎

㉓
２
５
０
２
）、
佐
賀
県
農
業
公

社
〔
直
接
持
参
・
郵
送
・
メ
ー
ル
〕

（
〒
８
４
０
‐
０
０
４
１ 

佐
賀
市

城
内
１
丁
目
６
番
５
号 

県
庁
南
別

館
　
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
０
３
）

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　h
ttp

//saga-agri.o
r.jp

/
※
直
接
持
参
は
、
月
〜
金
曜
日
の
み

市

民

音

楽

祭

臨

時

給

付

金

の

申
請
は
お
早
め
に

佐
賀
県
き
こ
り
選
手
権

平
成
27
年
版
『
さ
が

県
民
手
帳
』
の
販
売

裁
判
員
候
補
者
名
簿

記
載
通
知
を
発
送

ぼ
し
ゅ
う

農
地
借
り
入
れ
希
望
者

（
農
地
中
間
管
理
事
業
）

73

伊万里スポーツ
Ｇｏ！Ｇｏ！

スポーツはチカラ。健康はタカラ。

★
★

★
★

体力づくり豆知識
●問合先  体育保健課（☎㉓３１８７）
～体力づくりに欠かせない

４つの方法～
《定期的な運動を習慣づける》
　育児や家事、仕事の合間に体を動
かすことが大切です。

《理想的な食生活を送る》
　日ごろから、主食や主菜、副食
をバランスよくとりましょう。

《良質で適切な睡眠をとる》
　睡眠不足は、集中力や免疫力、
ストレスへの耐性を低下させます。
安定した睡眠量を確保しましょう。

《適度に休息をとる》
　休息はスタミナを増強させます。
安定した休息をとって、回復力を
高めましょう。

202

二里
小学校

ホンダ
さん

トヨタ
さん

至
佐
世
保
↓

至 有田→

↑
至
唐
津

↑
至
唐
津

ワンダーランド
さん

いすゞ
さん

展示場
ココ
展示場
ココ

二里
公民館

（株）エコライフ・ニブ
伊万里市二里町大里336-8

二里公民館横
☎（0955）20-4188

33万～33万～
1kw1kw

電気を発電し使用したり、
売電も利用します。
電気を発電し使用したり、
売電も利用します。

これからは全ての電気を無駄なくサイクルさせる時代これからは全ての電気を無駄なくサイクルさせる時代
太陽光発電 エコキュート EVコンディショナー床暖房蓄電池

補助金 燃料系
ゼロ

燃料系
ゼロ補助金 補助金

災害時・停電時の電力として
深夜電力を活用します。
災害時・停電時の電力として
深夜電力を活用します。

足の裏から暖かさが伝わる
理想的な暖房。
足の裏から暖かさが伝わる
理想的な暖房。
（6～8帖で約40万から）（6～8帖で約40万から）

使わない時は電気自動車の
電気をお家で使用したり、
太陽光との連動可能。

使わない時は電気自動車の
電気をお家で使用したり、
太陽光との連動可能。

空気と電気の
力でお湯を
沸かせます。

空気と電気の
力でお湯を
沸かせます。
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チャンネル

お知らせコーナー
チャンネル

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

　
身
近
な
独
身
者
（
親
類
や
同
僚

な
ど
）
の
婚
活
を
応
援
し
た
い
人

に
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
11
月
22
日
（
土
）

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　

▽
テ
ー
マ
　
最
近
の
結
婚
事
情
と

独
身
者
の
結
婚
観
（
男
性
編
）

▽
講
　
師
　
大
橋
　
清
朗
氏

　（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
花
婿
学
校  

代
表
）

●

対
象
者
　
市
内
在
住
か
在
勤
の

　
20
歳
以
上
の
人
（
独
身
者
も
可
）

●

参
加
料
　
無
　
料

●

募
集
人
数  

30
人
程
度（
先
着
順
）

●

応
募
方
法  

電
　
話

●

応
募
期
限  

開
催
日
の
前
日
ま
で

◆
次
回
は
、12
月
20
日
の
予
定
で
す
。

●

応
募
・
問
合
先
　
婚
活
応
援
課
内

　
市
婚
活
応
援
推
進
協
議
会

（
　
☎
㉓
２
９
５
０
）

●

対
象
物
件
　

◆
栄
町
（
団
地
内
）
市
有
地

▽
所
在
地
　
大
坪
町
甲
２
４
４
３

番
１
４
４

▽
地
目
　
雑
種
地
（
２
９
５
㎡
）

▽
予
定
価
格
（
最
低
売
却
価
格
）

　
３
７
０
万
５
２
０
０
円

●

入
札
日
時
・
場
所
　

　
12
月
19
日
（
金
）
午
前
10
時

　
市
役
所 

第
３
会
議
室

●

応
募
期
限

　
12
月
１
日
（
月
）
午
後
５
時

●

応
募
・
問
合
先  

財
政
課
管
財
係

（
　
☎
㉓
２
１
１
３
）

●

研
修
テ
ー
マ
　

▽
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
（
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

▽
資
源
循
環
型
社
会
の
ま
ち
づ
く

り（
廃
棄
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
）

●

研
修
日
程
・
場
所
　

①
事
前
（
国
内
）
研
修
　
平
成
27
年

１
月
下
旬
〔
大
分
県
竹
田
市
〕

②
海
外
研
修
　
平
成
27
年
２
月
下
旬

約
７
日
間
〔
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
〕

③
報
告
会
　
平
成
27
年
５
月

●

参
加
負
担
金
　
１
人 

10
万
円

●

応
募
資
格
　
ま
ち
づ
く
り
な
ど

　
に
現
在
参
加
し
て
い
る
、
ま
た

は
意
欲
が
あ
る
市
民
（
学
生
を

除
く
）
で
、
す
べ
て
の
研
修
日

程
に
参
加
可
能
な
人
　
な
ど

●

募
集
人
数
　
７
人

●

応
募
方
法
（
提
出
書
類
）　

▽
作
文（
６
０
０
〜
８
０
０
字
程
度
）

▽
参
加
申
込
書

●

応
募
期
限
　
12
月
５
日(

金
）

●

応
募
・
問
合
先
　
男
女
協
働
・
ま

　
ち
づ
く
り
課
地
域
の
元
気
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
１
５
）

●

日
　
時
　
11
月
29
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
焼
き
物
教
室
、
交
流
会

●

対
象
者  

が
ん
患
者
お
よ
び
家
族

●

参
加
料
　
１
人 

８
０
０
円

●

募
集
人
数
　
30
人
程
度

●

応
募
方
法
　
電
　
話

●

応
募
期
限
　
11
月
21
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先  
公
益
財
団
法
人

佐
賀
県
総
合
保
健
協
会

（
☎
０
９
５
２
㉗
４
６
６
６
）

●

募
集
訓
練
科
名
・
定
員
　

▽
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科
　
15
人

▽
板
金
・
溶
接
施
工
科
　
15
人

▽
電
気
設
備
科
　
18
人

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科 

18
人

▽
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
　
24
人

●

訓
練
期
間  

平
成
27
年
１
月
６
日

　（
火
）
〜
６
月
29
日
（
月
）

●

場
　
所
　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

●

受
講
料
　
無
　
料

●

応
募
資
格
　

　
新
た
な
職
業
に
就
こ
う
と
す
る

求
職
者
で
、
受
講
意
欲
が
あ
り
、

公
共
職
業
安
定
所
長
か
ら
受
講

指
示
ま
た
は
推
薦
を
受
け
た
人

●

募
集
期
限
　
12
月
２
日
（
火
）

●

筆
記
試
験
・
面
接
日
　

　
12
月
９
日
（
火
）

●

応
募
先
　

　
伊
万
里
公
共
職
業
安
定
所

●

問
合
先
　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

（
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

ぼ
し
ゅ
う

婚

活

応

援

講

座

（

第

１

回

）

♥
♥

● 日　時　11 月 23 日（日）
▷婚活モテ男講座　午前 10 時〜 11 時
▷パーティー　午前 11 時〜午後４時
※集合場所などの詳しい内容は、後日

参加者のみに案内します。
● 対象者　市内在住もしくは在勤、ま

たは結婚を機に市内に住む意思が
ある 20 歳以上の独身の人

● 参加料　2,000 円（昼食代を含む）
● 募集人員　男女各 20 人
※応募多数の場合は抽選
※講座のみ参加可（10 人程度、無料）
● 応募方法　メールまたは電話　
● 募集期限　11 月 12 日（水）
● 応募・問合先　婚活応援課内  市婚活

応援推進協議会（　 ☎㉓２９５０）
※メールアドレス
　 deai@city.imari.saga.jp

♥♥婚活イベントのお知らせ
婚活モテ男講座＆秋のスイーツ

パーティー in紅葉庭園
−おいしいスイーツを食べながら、

楽しいおしゃべりをしませんか−

市

有

地

の

売

却

（
一
般
競
争
入
札
）

次
代
を
創
る
研
修

（
海
外
研
修
）
参
加
者

県

が

ん

患

者
・

家

族

集

い

の

会

職
業
訓
練
受
講
生

（
６
か
月
コ
ー
ス
）
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お知らせコーナー
チャンネル

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、株式会社 三光までお願いします（☎㉓５８０８）

● 市制施行 60 周年記念式典
　３日（月・祝）午前10時開式（☎㉓３３９０）
● 市文化祭 合同芸能発表会
　９日（日）午前10時開演（☎㉒１２６２）
● 市制 60 周年記念事業『俳句王国がゆく』公開録画
　15 日（土）午後１時 30 分開演（☎㉒３９１１）
● 市制 60 周年記念事業『宝くじふるさとワクワク

劇場 in 伊万里』公開オーディション
　16 日（日）午後２時開演（☎㉒３９１１）
● 海洋深層水 2014 伊万里大会
　20 日（木）、21 日（金）午前９時開演

（☎㉓２１２４）

● 市中学校音楽会
   ５日（水）午前９時30分開演（☎㉒３６００）
● カラオケ三本椿決勝大会
　８日（土）午前 10 時開演（☎㉓７７６０）
● 市小学校音楽会
　12 日（水）午後２時開演（☎㉓６１４８）
● 市制 60 周年記念事業

　『宝くじふるさとワクワク劇場 in 伊万里』
　30 日（日）午後２時開演（☎㉒７１０５）

● 古本市〔展示コーナー〕
　３日（月・祝）午前 10 時～午後３時
● 名画上映会【黒澤明が選んだ 100 本の映画第３

回】〔図書館ホール〕
　16 日（日）午後２時 30 分～４時５分
　『地下鉄のザジ』（1960 年、フランス、93 分）
　監督：ルイ・マル／出演：カトリーヌ・ドモンジョ ほか
● 子どもミニ上映会〔のぼりがまのおへや〕
　16 日（日）午後２時 30 分～３時 30 分
　『バニーの宇宙旅行』（57 分）
※変更する場合があります。
※催し物はすべて無料です。
● 11 月の休館日
　10日、17日、23日、24日、27日（館内整理日）

照明器具を買い替えるときは、『省エネ』型を選びましょう

　白熱電球（54W）を、同じ明るさに相当する蛍光ランプ（12W）
に取り替えた場合、

　年間（2,000 時間）で、電気84kWh（約 1,850 円）の節約、
二酸化炭素 29.4kg の削減になります。
　買い替えるときは検討してください。

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

11 月 の 行 事
市民センター ☎㉒３９１１

11 月の市民相談
相談窓口名 開設日 開設時間 開設場所 問合先

法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（12 日・26 日）                                      

午前10時〜
午後３時

市民相談
コーナー

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※要予約

第１木曜日
（６日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（20 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第１・3 火曜日
（４日・18 日）

午前10時〜
正午

消費生活相談 毎週月〜金曜日
※祝日は除く

午前10時〜
午後４時
※正午〜午後

１時を除く

行政相談 第３金曜日
（21 日）

午前９時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（13 日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

毎週金曜日
※祝日は除く

午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※要予約

毎週金曜日
※祝日は除く

午前９時 30 分
〜午後３時 30 分 面接室

唐津年金
事務所

０９５５
５１６１

身障者相談 第４木曜日
（27 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課

社会福祉係
㉓２１５６心の健康相談 毎週月・火・木・

金曜日
午前９時〜
午後３時 30 分

福祉課
社会福祉係

● 女性相談　相談電話番号☎㉒６７６３
▷毎週月・水曜日　午前 ９ 時〜午後４時（面接相談は要予約）

一人で悩まず
ご相談ください

　私たちの身の回りには、訪問販売や通信販売、電話勧誘販売、インター
ネットの出会い系サイト、オンラインゲームなど、さまざまな消費者
トラブルが潜んでいます。このようなトラブルによる被害を防止する
ため、相談件数が多い事例と対応策を紹介するパネル展を開催します。
● 日　時　11月10日（月）〜21日（金）  午前８時30分〜午後５時15分
● 場　所　市役所１階　市民ロビー
● 問合先　情報広報課市民サービス係（☎㉓２１３３）

市消費生活センター（☎㉓２１３６）

『消費者啓発パネル展』を開催します

家庭で
  できる！

今月の省エネと
　　　地球温暖化対策

■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http://www.eccj.or.jp/

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

72

を含みます

詳しい資料をお送りします。

を

電話 0955-22-2658

永代納骨料永代納骨料 永代維持管理料永代維持管理料

納骨時のお布施納骨時のお布施

※基本的にこれ以外の経費は今後一切かかり
　ません。継承者の心配もありません。 iタウンページ 検  索格岩寺

永代合祀墓「弥勒」永代合祀墓「弥勒」
えいだいごう  し    ぼ     み  ろくえいだいごう  し    ぼ     み  ろく

◆納骨料は5万円です

ご遺骨を土に還す合祀墓です。継承者の有無にかか
わらず格岩寺が永代にわたりお守りしてまいります。

宗派を超えて広く門戸を開いております。

臨済宗 格岩寺 法燈380年

◆ペットのお墓「君を忘れない」もそばに建立
（伊万里市幸善町・伊万里玉屋近く・伊万里川の畔）
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平成 26 年 10 月１日現在
● 人口　56,994 人　　（±   0）
　　男　27,286 人　　（＋   5）
　　女　29,708 人　　（−   5）
● 世帯　22,697 世帯 　（＋ 24）

（　）は前月比

人のうごき
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第15回 市民所蔵品展

関係者やお菓子コンクール受賞者でテープカットを行いました

太一郎の書『終始一貫』

伊万里工場の様子

 偉人 森永太一郎
　−伊万里で生まれた製菓王−

　第 15 回市民所蔵品展『偉人 森永太一郎』が、９月 21
日から（11 月 16 日まで）市歴史民俗資料館で開催されて
います。森永製菓の創業者で伊万里出身の森永太一郎が愛
用していた製菓用のハサミや手帳、市民所蔵の太一郎の書
や伊万里工場の写真、おもちゃのカンヅメなど、貴重な資
料を展示するほか、太一郎少年と同じようにてんびん棒を
担ぐ体験コーナーもあります。また、『森永太一郎物語の紙
しばい』をはじめ、多くの関連イベントが開催されています。
　幼児から中学生まで 210 点の応募があった『アイデア
お菓子コンクール』。森永太一郎調査委員会委員長（市郷土
研究会副会長）の松尾　清さんが、『森永太一郎翁が伊万里
に残したもの』と題して行った『記念講演会』(9/28)。『子
ども書道教室』(10/5) では、小学生 17 人が講師の指導を
受けながら、太一郎が常に自分の心に留めていた言葉を書
き、太一郎の生き方を学びました。また、『親子マシュマロ
作り教室』(10/12) で、９組 22 人の親子が、太一郎がア
メリカから帰国後最初に作ったという『マシュマロ』作り
を通じて太一郎のお菓子作りにかける情熱を学びました。

↑立花小３年 合戸菜々美さん
   『おかしゆうえんち』

←伊万里中２年 畠　香澄さん
『Candy house』

『最優秀賞』受賞作品

市民所蔵品展

子ども書道教室 親子マシュマロ作り教室

記念講演会

森永太一郎物語の紙しばい

アイデアお菓子コンクール
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